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第一章　三年ぶりの再会












　この状況……。

　どうして面接に来た会社に、世界中にあるコーヒーショップのＣＥＯである尚樹なおきさんが目の前にいるの……？

　わたし、竹之内たけのうち真優まゆは三メートルほど離れた、面接官の席に座る東山ひがしやま尚樹さんに唖然となっていた。

　三人いる面接官の端に座る尚樹さんは、わたしからは対角線上にいる。

　五人のグループ面接で、わたしは最後。

　隣の女性が質問に答える中、パイプ椅子に座るわたしは、ここから一刻も早く立ち去ることしか考えられなかった。

　彼はわたしが家を出たことを知っている？　ううん。剛史つよし兄さんの親友だけれど、兄は仕事でロンドンへ駐在している。まさか剛史兄さんがわざわざわたしの家出のことを知らせたりしないだろう。だとしたら、どうしてわたしが中途採用の面接に来ているのか、不思議に思っているはず……。

　緊張で心臓が痛いくらいに暴れている。落ち着こうと、就活スタイルである黒のタイトスカートを撫でつける。

　頭痛を覚え、生まれつきの明るいブラウンの肩甲骨まである髪を、後ろでひとつに結んでいるシュシュを取りたくなる。

　なぜこんなに緊張しているのか……。尚樹さんはわたしの初恋の人だから。

　隣の女性が話し終えたとき、面接官の方で書類をめくる音がした。

　次はわたしの番……うまく答えられるか自信がない。なぜならもうわたしの頭はパニックを起こしていたから。






　面接会場を退出したわたしはガクッと肩を落として、歩き始める。

　なんとかちゃんと話せたと思うけれど、たった二名の募集に三十名の応募者がいた。有名女子大を出ているわたしは学歴ではなんら問題がない……と思う。

　エレベーターに乗り込み、一階に向かう。小さな箱の中には、先ほど一緒に面接した四人が乗っている。

「はぁ……」

　わたしの口から小さなため息が漏れる。

　学歴で問題がなくても、事務職のスキルを持っていない。

　尚樹さんは一度も質問をしなかった。わたしだけではなく、他の応募者にも。ただ経営者としての鋭いまなざしで、わたしたち応募者を見ていただけ。

　主に質問をしたのは、真ん中にいた年配の男性だった。

　エレベーターが一階に到着して降りながら、尚樹さんが気になっていた。

　三年ぶりに会う剛史兄さんの友人は、ますます素敵になっていた。

　尚樹さんに初めて会ったのはわたしが八歳の頃。そのとき彼は十六歳で、剛史兄さんと同じ有名難関高校に通っていた。

　初めて我が家に遊びに来た尚樹さんを見て、男の人でこんなに綺麗な人がいるんだと、見入ってしまったのを覚えている。

　尚樹さんは恋を知らない小学二年生のわたしの初恋の人となった。

　それから彼が遊びに来るたびに、遊んでもらいたくて、わたしはピアノのレッスンやヴァイオリンの稽古を頑張り、先生に早く帰ってもらったものだった。

　彼らが社会人になってからは、別荘へ遊びに行くグループの中に、わたしも入れてもらったこともある。

　男女四人の中に混ぜてもらったけれど、そのとき、彼らは全員が恋人同士だった。十六歳のわたしが疎外感を受けたのは言うまでもない。それでも仲間外れにならないように、尚樹さんは気遣ってくれ優しくしてくれた。しまいには一緒に来ていた彼女がやきもちを妬いて、喧嘩になったらしい。そのことをわたしが知ったのは帰宅してから。剛史兄さんがそう言っていた。

　最後に尚樹さんに会ったのは、剛史兄さんの三年前の結婚式のときだった。彼は二十七歳、わたしは十九歳。

　フォーマルスーツ姿の尚樹さんは、新郎の剛史兄さんが霞んでしまいそうなほどの男っぷりだった。新婦側に出席していた独身女性たちも、尚樹さんから目が離せないといった感じに見受けられた。

　もちろんわたしも尚樹さんと話せるチャンスを待っていた。けれど、彼はいろいろな人から話しかけられ、ほんの五分くらいしか会話が出来なかった。

　もうすぐ彼も結婚するらしいと、剛史兄さんから聞いていたから、望みのない恋にあのとき終止符を打ったつもりだった。






「あ、左の薬指を見るのを忘れていた……」

　ふと思い出して立ち止まる。そこへ――。

「なにを忘れていたんだ？」

　尚樹さんの声が背後からして、肩がビクッと跳ね、驚きながら振り返って彼を見る。

「久しぶりだな」

「……う、うん」

　親しげに笑みを浮かべる尚樹さんだ。

「それでなにを忘れたんだ？」

「あ、ちょっと……尚樹さんには関係ないの」

　結婚したのか確認するのを忘れたなんて言えない。でも、バカ正直なわたしの視線は尚樹さんの左手に向けられた。

　な……い……。

　彼の左手の薬指にマリッジリングはなかった。わたしは嬉しくなる。でも、結婚しても指輪をはめない男性もいる。それだけでは結婚したのか、していないのか、判断出来ない。

「竹之内家のお嬢さまが、なぜ面接を受けに来た？」

　親友である剛史兄さんが言ったのだから、結婚したはず……。

　わたしはまだ彼の結婚のことを考えていた。

「真優、聞いてるのか？」

　三年ぶりに『真優』と呼ばれて、嬉しさは否めない。

「真優？」

「え？　あ、うん……聞いてます」

　眉をひそめて見つめる尚樹さんに、小さく微笑んで頷く。そのとき、面接で一緒だった女性たちがこちらを見て、ひそひそ話をしていることに気づく。尚樹さんも彼女たちの方を切れ長の目で見た。

「ここでは話もできないな」

　それだけ言った尚樹さんは、わたしの左手を握ると社屋の出口に向かって歩き始めた。

「あっ！」

　これから用事があったらどうするの？　相変わらず強引な人だ。

　強引なところは昔からあった。だけど、わたしの手を握る力は優しく感じる。

　社屋を出た車寄せに、黒塗りの高級外車が停まっていた。

　真冬の冷たい風が頬を滑り、リクルートスーツだけしか身につけていないわたしはブルッと震えそうになる。あとひと月もすればクリスマスだ。

　あやふやな生活をしたまま来年早々、二十三歳になってしまいそうだ。

　尚樹さんがその車に近づくと、スーツを着た男性が後部座席のドアを開ける。

「お帰りなさいませ」

「乗って」

　促されてそのまま乗り込みそうになったところで、踏みとどまる。

「わたし……帰ります」

　尚樹さんと別れたくない気持ちもあった。でも、どこへ行くのかもわからないまま車に乗るわけにはいかない。

「帰る？　カフェに寄ってから、松濤しょうとうの自宅へ送り届けるよ」

　やっぱり尚樹さんはわたしが家を出たことを知らないんだ。

　わたしは大きく首を横に振った。

「家を出たんです」

　思いがけない言葉だったのか、長身の尚樹さんは目線を下にして、切れ長の目を見開いて見つめる。

「家を出たって、結婚をしたのか？」

「結婚はしていません」

「なおさら話をしよう。添田そえだ、いつものホテルに行ってくれ。真優、ホテルのカフェで話そう。乗って」

　尚樹さんはわたしの肩に手を置いて、車に乗るように促す。

　秘書らしき添田さんへの指示に出てきた『ホテル』という言葉に、心臓がドキッと音をたてた。だが、すぐにホテルのカフェに行きたいのだとわかり、自分自身を心の中で笑う。ずっと尚樹さんにしか惹かれないわたしは、そういうことになったとしても拒絶しないだろう。尚樹さんがそんなことをする確率なんてまったくないのに。妹にしか見られていないのだから。

　家を出てから七ヵ月。親友の宮前みやまえ咲乃さきのとは時々話をするけれど、ひとり暮らしをしてから人が恋しくなっていた。まだ尚樹さんと話をしていたい気持ちに正直になり、後部座席に身体を滑らせた。

　車に乗るなり、尚樹さんはスマホを取り出し、どこかへ電話をかける。仕事の電話のようだ。否が応でも話が聞こえてくる。今日の夕方に打ち合わせ……。だから秘書を同行させているのね。

　長い足を組み、座る彼の艶のあるビジネスシューズを見てから、窓の外に視線を向けた。

　先ほど面接を受けた吉崎よしざきレザーのある日本橋から銀座を通り、日比谷にある最高級ホテルに向かっているようだ。

　以前から尚樹さんがあのホテルを気に入っているのは知っている。

　ホテルに到着するまで、尚樹さんは何本も電話をかけていた。そんな姿を見ると、忙しいのだと思ってしまう。

　わたしとの時間を作るため……？

　ホテルのエントランスに車が停止し、尚樹さんはスマホをスーツのポケットにしまった。

「尚樹さん、忙しいんですよね？　わたし、帰ります」

　こんな機会なんてもうないと思うから、ゆっくり昔話でも楽しみたかった。でも、彼は忙しい人。

　わたしはドアの取っ手に手をかけ、開けようとした。その手と反対の腕が掴まれる。

「忙しくても真優のためなら時間ぐらい作れる」

　その言葉に、わたしの胸が高鳴る。

　目と目が合い、パチクリと瞬きしてから、わたしは微笑んだ。

「相変わらず口がうまいんですね。わたしなんかとお茶を飲むより、奥さまとの時間を作った方が――」

「妻はいない。俺が結婚したと思っていたのか？」

　尚樹さんは結婚していなかった。なんだかホッと安堵するわたしがいた。

　内心の嬉しさが表情に出ないように、真面目な顔で頷く。

「剛史兄さんが結婚したときに、尚樹さんももうそろそろって……」

「色ボケしたな。剛史はなにを言っているんだか。とにかく真優と話がしたい」

「尚樹さん……」

　そこで、わたし側のドアが、外側からホテルのドアマンによって開かれた。

「真優、降りて」

　尚樹さんはそう言ってから、自分も反対側から車を降りた。彼は車から降りて、ドアのところに立つわたしのもとへゆっくりした足取りでやって来た。






　ロビーフロアにあるラウンジの入り口に尚樹さんが立つと、品の良さそうな五十代の男性が目の前に現れた。

「東山さま、いらっしゃいませ」

　胸に総支配人のネームプレートを付けた彼は、深々とお辞儀をして挨拶をする。

「大山おおやま総支配人、お忙しいのに。来るたびに挨拶はいらないと言ってありますよね」

「いえいえ。挨拶くらいはさせてください。本日はラウンジでよろしいでしょうか？」

「はい。できれば周りのテーブルに客がいない方が望ましいのですが」

「もちろんそのようにテーブルをご用意させていただきます。準備いたしますので、おかけになってお待ちください」

　五十代と思われる大山総支配人はわたしたちをその場で待たせ、中へ入っていった。

　一分ほどで大山支配人は戻ってきて、うやうやしくわたしたちを用意したテーブルへ案内する。

　尚樹さんの希望通り、四人掛けのテーブルの周りに、お客さまはいなかった。

　大山総支配人に椅子を引かれ、わたしは腰を下ろす。こんな風にされるのは家を出て以来だ。

　尚樹さんの対面に座った途端、また緊張してきた。

　どうして吉崎レザーの面接を受けたのか、話すしかないから。

「真優、飲み物は？」

「ぁ……ハーブティーを……」

　尚樹さんはハーブティーとコーヒーを、大山総支配人の隣に立つウエイトレスに頼んだ。ウエイトレスが去っていくと、大山総支配人が口を開く。

「東山さま、ごゆっくりお茶の時間をお楽しみください」

　大山総支配人は尚樹さんに向かって丁寧にお辞儀をしてから、わたしにも礼をしてテーブルから離れた。

「それで、真優。なぜ仕事を探しているんだ？」

　尚樹さんの黒い瞳はわたしの目をまっすぐ見て、問いかけてくる。

「……わたし、家を出たから……今年の一月に、突然お父さまから結婚相手を紹介されたの。相手は代議士の息子で……あっという間に結婚が六月に決まって……」

　お父さまから有無を言わさず結婚させられそうになったときのことを思い出すと、今でも胸が痛くなる。

　今まで反抗することもなく従順だったわたしの言い分は簡単にあしらわれて、お父さまは政略結婚を迫った。

「代議士の息子か……それで？　結婚はしていないと言ったね？」

　尚樹さんの静かな声に、胸の痛みが少し癒やされ、コクッと頷く。

　政略結婚の話をしたのは親友の咲乃しかいない。剛史兄さんにも話したけれど、電話の向こうでは彼の本心はわからない。剛史兄さんは結婚に賛成していたようだった。

　家を出て行く原因になったお父さまとの最後の会話を思い出し、膝の上に置いた手が震え始めてギュッと握る。

「お見合いで会ったときから、会話も趣味も……なにもかも合わないとわかって……お断りしたいと言ったのに、お父さまは強引に話を進めてしまったの」

　次第に話すのがつらくなって、テーブルの上に置かれた水を一口飲んで、気持ちを落ち着かせようとする。

「生理的にも……彼といると気持ち悪くて……」

　いつもわたしをいやらしい目つきで見ていた。まるで服の下の裸体を想像しているかのような目つきだった。

　彼とは十回ほど会ったけれど、食事をするだけで精いっぱいだった。一日中会っていられなかった。一度、両親の前でドライブに誘われ、行かざるを得なかったが、彼の高級外車に乗った途端、吐き気をもよおして風邪を引いたみたいだと嘘を言って降りたことがある。

「気持ち悪い？」

「ん……生理的に嫌な人っているでしょう？　最初は彼の目つきが……いやらしくて……」

　キスされたこともあった。拒絶しても彼がしつこかったから。唇が触れて、すぐに吐き気をもよおし、気分を害されたこともあった。

「代議士の息子……俺も知っている男じゃないか？」

「……白井しらい賢人けんとさん」

　名前を聞いた尚樹さんは、嫌悪感たっぷりな顔になる。

「真優の言うことはわかる。竹之内さんもあの男と娘を結婚させようとは、どうかしている」

　尚樹さんにわかってもらえて、ホッと安堵した。強張っていた肩がしだいに和らいできた。

「あの男は親に甘やかされ、二十九歳のいい大人なのに精神面では、まだ中学生だ。一学年下にいたが、悪い噂ばかりだった」

　そういえば白井さんは尚樹さんたちと同じ中高一貫校の出身だった。

「剛史は反対しなかったのかい？」

「……ロンドンにいるから、反対だったとしてもなにも出来なかったと思うの」

　剛史兄さんは優しいから、お父さまに逆らわない。

　わたしもそうだった。お父さまに口答えするなんて絶対に出来ないと思った。

　自分でも彼を好きになるよう努力したつもりだったけれど、結婚するくらいなら死んだ方がマシだと思うようになっていき、勘当される覚悟で断った。

　その結果、本当に勘当され、その日のうちに少しの荷物だけ持って、わたしは竹之内の家から出た。

　理想の男性を目の前にして、あのときのわたしの決断は間違っていなかったのだと確信する。

　あのまま結婚していたら、自暴自棄に陥っていたかもしれない。そう考えると生活は大変だけど幸せだ。

　ウエイトレスがワゴンを押してテーブルの横へやって来た。

　ハーブティーだけだと思っていたわたしは、アフタヌーンティーの豪華なセットに驚く。

「尚樹さん、お茶だけでよかったのに……」

「ちょうど食べたくなる時間じゃないか？　真優、三年前よりだいぶ痩せたみたいだ」

「三年前は十九歳で、太る年頃だったから。今は標準です」

　本当のことを言えば、竹之内の家を出てから五キロほど体重は落ちていた。何不自由なく育てられたわたしは生活していくのが大変で、食事面が慎ましやかになる。

　ウエイトレスがガラス製のポットから、優しいほんのりグリーン色のハーブティーをカップに注いでくれる。

「食べよう」

　三段になっているお皿の上には下からサンドイッチ、二番目はスコーン、一番上には美しいスイーツが並べられていた。

　尚樹さんは一番下のサーモンのサンドイッチを手に取った。

「いただきます」

　わたしも同じものを、目の前のお皿に置く。

「尚樹さんはどうして吉崎レザーの面接官をしていたんですか？」

「新しい社長が友人なんだが、以前の社長が業績を悪化させてしまったんだ。経営方針の相談を受けていたところ、面接官として入ってほしいと言われてね」

　そうだったんだ……。世界中にあるコーヒーショップのＣＥＯでもあるけれど、人事開発のほうに力も入れており、優秀な人材を見出し育てていると剛史兄さんから聞いている。

「面接官をするつもりはなかったが、仕方なく。でも、思いがけなく真優に会えてよかった」

　お昼を抜いていたわたしはサンドイッチの誘惑に勝てずに、手を伸ばして口に運ぶ。

「残したらシェフががっかりする。全部食べるんだぞ」

「全部っ!?　そんなに入らないです」

　この七ヵ月で、胃が小さくなっていた。

「昔の真優は剛史の分まで平らげていたじゃないか。あの頃みたいに食べろよ」

　尚樹さんはなにを思い出したのか、口元に笑みを浮かべた。

　コンビニ以外のサンドイッチを食べるのは、久しぶりだった。

　サンドイッチを食べていると、無理やり参加させてもらった旅行を思い出した。

　ふふっと微笑みを浮かべたわたしに、尚樹さんは真剣な表情になる。

「真優、家には戻らないのかい？」

　中学二年生の夏にお母さまを亡くしてから、お父さまは二年後、再婚した。わたしと十五歳年が離れている義母とは、ずっとぎくしゃくした関係だった。

　当然、勘当されたときも味方になってくれなかった。

　現在は八歳の異母妹、沙也華さやかがいる。わたしたちはとても仲がよかった。彼女が大きくなったときに、わたしみたいなことがあったら、味方になってあげたいと思っている。それまでにわたしは地に足をつけて、しっかり生きていかなければ。

「……もう戻りません」

　わたしはため息と共に出た言葉のあと、小さく頭を左右に振った。

「家を出てからだいぶ経つだろう？　今の仕事はコンビニの店員だと、履歴書に書かれてあったが、ちゃんと生活が出来ているのか？」

「もちろんです。でもちゃんと正社員として働きたいから、吉崎レザーに応募したんです」

　本当は昼間コンビニで働き、夜はピアノバーでピアノを弾いている。ピアノバーでお客さまから身体を頻繁に触られ、耐えがたくなってきた。そこで仕事を探し始めた。

　お父さまから仕事などせず、良家へ嫁ぐのだから花嫁修業をしていろと、ずっと言われ続けてきた。その結果、小さい頃からやっていたピアノでしかお金を稼げなくなった。

　それでも事務職を一から教えてもらえる会社もあると、望みを捨てずに受けたのが吉崎レザーだった。経験不問と書かれていたし。

　お金がある程度貯まったら、日本を離れて海外で生活したいと思っていた。お父さまの影響が及ばない場所へ。

「吉崎レザーより、俺のところで働かないか？」

「えっ？」

　ぼんやり考え事をしていたわたしはなにを言われたのか聞き逃し、小首を傾げて尚樹さんを見る。

「俺のところで働かないかと言ったんだ」

　魅力的な言葉だった。尚樹さんの会社で働くことが出来れば、生活が楽になるのは間違いなかった。でも、わたしの口から出たのは――。

「尚樹さんの会社では働けません」

「どうしてだ？」

「お父さまの仕事仲間だから」

　父親の経営する商社は、尚樹さんの会社のコーヒー豆などの輸入を一手に引き受けている取引先。父親の取引先の会社で働けば、ずっと心が落ち着かないだろう。

「そんなことを言ったら、働き口はどこにもないぞ？」

　吉崎レザーはやはりダメだったのかもしれない。

「それでもお父さまと関わりのある会社ではダメなんです」

　わたしは口元を引き締めて、きっぱり尚樹さんに告げる。そんなわたしに尚樹さんは小さなため息を漏らし、やれやれといった風に首を横に振った。

「楽な生活を取らないのか？　はっきりいって真優はお嬢さまだ。身を粉にして働けない」

「でも勘当されたからには、もうお父さまと関わりたくないんです。大丈夫です。ちゃんと生活していますから」

　喉の渇きを覚えて、爽やかなハーブティーを口にする。

　尚樹さんも少し冷めてしまったコーヒーをブラックのまま飲んでいる。

　コーヒーを口に運ぶ所作だけで、見惚れてしまいそうになるほど本当に素敵な人だ。

　剛史兄さんと同い年の三十歳。身長は一八〇センチを優に超える長身で、忙しいのにジムへ行っているのだろうかと思われるほど、スーツの上からでもわかる見事な体躯。

　高校生の頃はどちらかというと中世的な美形だったけれど、年を重ね、男らしくどんな女性も惹かれずにはいられない男性になった。

　出逢ったときから、自信に満ち溢れた人だった。

「頑固だな……」

　そんな言葉がぽつりと尚樹さんの口から漏れ、わたしはふふっと笑った。

「尚樹さんに言われたくないです。わたしよりも頑固でしょう？」

「だったら俺に観念して甘えればいい。剛史は援助してくれないのか？」

「剛史兄さんは援助してくれようとしたけれど……竹之内の跡取りですから」

　わたしはにっこり笑って、肩をすくめる。

　先ほどから面接で起こり始めた頭痛が耐えがたくなってきて、カバンの中に入っている頭痛薬を飲まなければならないほどになっていた。中学生の頃から片頭痛持ちで、いつも頭痛薬は常備している。

　頭痛があると言えば、尚樹さんにもっと心配されてしまう。昔から剛史兄さんよりも、心配性だった。

　カバンの中に白湯が入った小さな水筒がある。席を離れて飲んでこよう。

「尚樹さん、ちょっとレストルームに行ってきます」

　そう断って、カバンを持って椅子から立ち上がる。

「飲み物を頼んでおく。なにがいい？」

「えっと……ミルクティーをお願いします」

　わたしはテーブルを離れ、ラウンジを出た。レストルームの方向に歩き、途中誰もいない廊下で頭痛薬を飲んだ。

　白い錠剤をコクンと喉に通すと、ホッと一息つく。早く効いてくれるといい。

　水筒をカバンの中へしまって、尚樹さんの待つラウンジに戻ろうと歩き始める。エレベーターホールに来たとき、ちょうどエレベーターから男女が降りてきた。

　わたしはそのふたりのうちの男性と目が合った瞬間、驚愕といった言葉がぴったりなほど驚いた。

　女性の腰に腕を回している男性は白井賢人さんだった。彼もわたしを見て驚いた顔をしている。でもまだ呆然となっているわたしと違って、彼はニヤリと笑ってみせた。

「不感症のお嬢さまじゃないか。こんなところで会うとはな」

　ひどい言葉を投げかけられ、針が刺さったみたいに身体が痛み始める。

「その格好はなんなんだ？　コスプレでもしているのか？」

「賢人ぉ～誰？　この女？」

　隣の女性が怪訝そうにわたしを見ている。年はわたしと同じくらいに見えるけれど、服装が真冬なのに肌を露出した真っ赤なワンピースを着ている。でも白井さんの手には女性もののミンクのコートがあった。それがあれば寒くないかと、こんな状況で考えてしまっていた。

「オレの元フィアンセ。結婚式の日まで決まっていたのに、ドタキャンされたんだぜ」

　彼は女性にあっさり話している。

「え～決まっていたのに、もったいな～い。わたしだったら大喜びよ～」

　彼女とは結婚が決まっていないらしい。ただのガールフレンドのよう。

「オレも不感症女と一生過ごさなくてすんでよかったぜ。じゃあな。お嬢さま」

　白井さんは笑顔で言い放ち、歩き始めた。頭痛薬を飲んだというのに、彼に会ってしまい、さらに痛みがひどくなった。

　わたしはこめかみを指で押さえ、落ち着こうと自分に言いきかせる。きっとひどい顔をしているに違いない。そんな顔で戻ったら、尚樹さんに問われてしまいそうだ。

　深呼吸を繰り返してから、わたしはラウンジに向かった。

　しかし、ラウンジの入り口に白井さんと彼女がいるのを見て、足が止まる。

　どうやら彼らはお茶をするようだ。

　尚樹さんのもとへ戻れない……。

　わたしはラウンジの方向を見ないようにして、足早に出口に向かった。回転扉の前まで来て、ふと立ち止まる。先ほど尚樹さんに挨拶をした大山総支配人の姿が目に入った。おもむろに近づき、わたしに気づいた大山総支配人が笑顔で出迎えてくれる。

「あの、申し訳ないのですが、用事を思い出して帰りますと、尚樹さん……東山さんに伝えてほしいのですが」

「ご挨拶出来ないほど急いでいらっしゃるのですね？　わかりました。お伝えしておきます。お気をつけてお帰り下さいませ」

　わたしの顔がよほど切羽詰まったように見えたのか、大山総支配人はすんなりと引き受けてくれた。

「よろしくお願いいたします」

　わたしは丁寧にお辞儀をして、回転扉へと足を進めた。

　ホテルを出て地下鉄の最寄り駅を目指す。

　コートがないスーツ姿では、木枯らしが吹くと寒くて仕方ない。家を出たとき五月だったせいで、スーツに似合う厚手のコートを持って出る考えがなかった。今はかっちりしたものよりも、カジュアルなコートの方が必要で、十一月に入って買ったばかりだった。リクルートスーツも必要だったし、もう一着購入する余裕はなかった。

　わたしは寒さに身を縮こませるようにして歩く。

　尚樹さんに申し訳ないことをしちゃった……。でも、思いがけなく話が出来て楽しかったな。






　下町の家賃が安いアパートを借りて、半年以上が経っている。渋谷区松濤の高級住宅地で生まれ育ったせいなのか、いまだに六畳一間のアパートになれない。

　大家さんは七十歳を過ぎているおばあさんで、なにかと気にかけてくれるいい人だ。保証人がいなくて住まわせてくれる人なんて、そうそういないはず。

　アパートの外階段を上ってすぐのドアが、わたしが借りている部屋。鍵を開けて中へ入ると、身体を動かす気力もなく、畳の上に座り込んでしまった。

　ひとりになると、意思に反して涙が出てきた。ポロポロと大粒の涙が頬を濡らしていく。

「どうして泣いているんだろう……」

　ひとりで生活することに疲れ始めてきたと思える、今日の出来事だった。

「でもわたしは間違っていない。あんなひどい男の妻にならなくてよかったのよ」

　手の甲で溢れる涙を拭いていると、ポケットに入れていたスマホが振動した。取り出して画面に表示された番号を怪訝そうに見つめる。

　誰？　間違い電話だよね。出ない方がいい。

　そう思っているうちに、電話が切れた。スマホをテーブルに置いたとき、再び同じ番号からかかってきた。

　それでも出なかった。また呼び出し音が止まり、それからすぐにかかってきた。

　間違い電話だとしても、ちゃんと正してあげなければダメかな……。

　わたしは仕方なく、スマホを手に取って、通話をタップした。

「もしもし？　どちらへおかけですか？」

『真優』

　間違い電話などではなく、尚樹さんだった。

「尚樹さん……」

『大山総支配人から用事を思い出したと聞いたが、白井を見かけたからなんだろう？　それともなにか言われたのか？』

　さすが尚樹さんは鋭い。

「エレベーターから降りて来たところで会ってしまって……少し話をしただけです。でも入れなくて……」

『少し話をしただけ？　白井のことだから、ひどい言葉で真優を傷つけたんじゃないかと心配になったんだ』

「大丈夫です。それよりもどうして番号を……？」

　元気を装い、明るく聞いてみた。

『それは言えないな』

　尚樹さんは柔らかく言ってから、フッと笑ったような声を漏らす。

「心配かけてごめんなさい。大丈夫だから」

　こんなに心配をしてもらったのは、いつぶりだろうか。

『俺の提案を考えてくれないか？　優秀な社員をつけて真優に仕事のスキルを身につけさせてやる』

「もう言わないで……尚樹さんのお世話にはなりません」

　親身になってくれる彼に申し訳なくて心が痛い。

『また電話する』

　尚樹さんはそう言って電話を切った。

　今度説得されたら……。断る自信がないわたしがいた。

　スマホを持ったままでいると、手の中で振動しビクッと身体が跳ねる。着信はわたしが働いているピアノバーからだ。

「竹之内です」

『麻子あさこさん？　悪いんだけど、今日きみちゃんが風邪で弾ける子がいないのよ。お願い出来るかしら？』

　ピアノバーの浩子ひろこママだ。麻子というのは、ピアノバーで使っているわたしの源氏名だ。

「わかりました」

『待ってるわ』

　素っ気ない声がしたのち、電話が切れる。

　わたしはのろのろと立ち上がり、リクルートスーツからセーターとジーンズに着替えた。

　ピアノバーは六本木にあり、自宅から四十分かかる。帰りはいつも終電に乗るために、駅まで走ることが多い。終電を逃せば、タクシーを拾うか、漫画喫茶で一晩明かさなければならなくなる。そういったところは苦手で、出来るだけそんな目にあわないようにしていた。

















第二章　彼に惹かれる気持ち












　翌日の午後。

「いらっしゃいませ」

　朝の九時からコンビニのレジの仕事をしていたわたしは、お客さまに頭を下げる。

　アパートの近くにあるここのアルバイトは半年が経ち、戸惑うことなく仕事が出来るようになった。

　会計を済ませたお客さまを見送っていると、オーナーの奥さんが心配そうな顔でやって来た。

「真優ちゃん、三十分休憩してきなさい。顔色が悪いわ」

　四十代の奥さんはとても優しく、いつも気遣ってくれる。

「ありがとうございます」

　奥さんがカウンターの中へ入り、わたしはバックヤードに足を向ける。

「あ、ショートケーキがあるから冷蔵庫から出して食べてね」

「はい。いただきます」

　休憩室へ入り、手を洗ってから冷蔵庫を開けて、ふたつ入りの苺のショートケーキが入っているパックを出す。ちょうど三時のおやつの時間。こんな時間に普段はおやつを食べたりしないけれど。

　目の前に置いた苺のショートケーキを見ても、食欲が湧かない。働き過ぎなのはわかっている。コンビニは週六日、朝九時から十七時まで。ピアノバーは週四日。十九時から二十三時三十分まで。そのせいで疲れている。

　お昼も梅干しのおにぎりで済ませてしまった。それもひとつは喉を通っていかず、半分で終わらせた。

　眩暈もあって、体調がいいとは言えない。でも今日はピアノバーの仕事が十九時から入っている。

「食べなきゃね……具合が悪いなんて言っていられない」

　わたしは独り言ちて、あと数時間で賞味期限が切れる苺のショートケーキを口にした。

　二十分ほど休んでいると、休憩室のドアがノックされた後、奥さんが顔を覗かせた。

「真優ちゃん、東山さんっていう人知り合い？　今、店にいて真優ちゃんに会いたいって言っているの」

　尚樹さんの名前に驚いて、慌てて椅子から立ち上がった。

「はい。知り合いです」

　吉崎レザーの面接から、一週間が経っていた。結果は予想通り落ちていた。一昨日メールが来たところだった。

　どうして尚樹さんがここへ……？

「すごく身なりのいい、素敵な人ね。セレブって感じ」

　奥さんは尚樹さんに興味を隠せない様子。

「はい……その通りの人です。ちょっと行ってきます」

　休憩時間はあと七分くらい。

　わたしは休憩室を出て、お店へ向かった。

　店内に尚樹さんの姿はなく、視線を動かすとガラス窓の向こうに、ブラウンのトレンチコートを着て、こちらに背を向けた尚樹さんが目に入る。わたしは尚樹さんのもとへ向かった。

　自動ドアが開き、彼が振り返る。

「尚樹さん……」

「真優、車に乗ってくれないか？　ここでは寒くて風邪を引いてしまう」

　セーターの上にコンビニのユニフォームを着ただけの姿に、尚樹さんは顔を顰しかめる。

　七台の駐車スペースに、先日乗った黒塗りの高級外車がエンジンをかけたまま停まっていた。

「大丈夫です。休憩時間があと五分しかないんです。ご用件は……？」

　正直、尚樹さんにまた会えて嬉しかった。でも、また仕事の話なら断るしかない。

「五分しかない？」

　尚樹さんは信じられないような顔で不満げだ。

「今まで休憩していたんです。それ以上は……なんの用ですか？」

　時間がなく、もう一度促す。

「吉崎レザーから連絡がいっただろう？」

「はい。仕方ありません」

「俺の話はまだ有効だが？」

　わたしは即座に首を横に振る。

「もうその話はやめてください。時間です。では」

　尚樹さんに頼れない。外気温と同じくらい冷たく聞こえるように言い放って、頭を下げてお店の中へ入ろうとした。

「真優！」

　肘を大きな手に掴まれる。仕方なく、長身の尚樹さんを仰ぎ見る。

「実の兄がわたしを放っておいているのに、尚樹さんが親身になる必要はないです」

　掴まれた手を肘からそっと外し、お店の中へ入った。

　尚樹さんは優しくても、プライドが高い人だ。もう二度と連絡してこないだろう。これで会えなくなると思うと、胸がシクシク痛んだ。

「真優ちゃん！　あの人とどういう関係なの？　お兄さんじゃないわよね？」

　奥さんはわたしに近づき、ずけずけと質問を投げかけてくる。いい人だけれど、噂話が好きな情報通で、このことも聞きたがっているのがわかる。

「兄の友人です。ここで働いているのを知って様子を……」

「お兄さんのご友人はどんなお仕事をされているの？　あの様子では、だいぶ上の地位にいる人じゃないかしら？」

「会社を経営しています。あ、いらっしゃいませ！」

　ちょうどお客さまが店内に入ってきて、わたしは奥さんから離れカウンターの中へ。

　その後も暇になると、奥さんがやって来て他のパートさんと一緒に、尚樹さんの話を蒸し返して聞きたがった。ただ様子を見に来てくれただけだと、何度も言ってようやく話題にしなくなった。






　六本木にあるお店への到着時間が、十九時ギリギリになってしまった。向かう電車の中で吐き気をもよおして、途中下車をしたせいだ。

　急いで露出が少なめの白いドレスに着替え、シュシュでひとつに結んでいた髪を梳すかし、ルージュだけ唇に塗る。

　鏡に映る自分の顔色が、着ているドレスみたいに白くて血色が悪い。

　明日は休みだから、ゆっくり寝ていよう。

　吐き気は一応治まって、これから二十三時半まで頑張れそうだ。今日は山崎やまざきさまがいらしていないといい。

　山崎という四十代の男性は会社社長で、最近頻繁にわたしの身体に触れてくる。ママがいくらやんわり言っても止めない。先日は愛人にならないかとまで言ってきた。危機感が芽生えて、ここの仕事を辞めたいのもあり、吉崎レザーの面接を受けたのだった。

　薄暗い店内に入り、グランドピアノの前へ行く。少し離れたカウンターの中ではバーテンダーがシェーカーを振り、お酒を作っている。

　まだ店内には二組のお客さましかいない。お客さまに向かって頭を下げてから椅子に腰を下ろし、静かな曲を弾き始めた。

　キャストと静かに話をするお客さまばかりで安堵していたけれど、二十一時を回って山崎さまがひとりで来店した。

　最初はテーブルでキャストと話を楽しんでいた。それから三十分ほど経って、わたしが弾いていた曲が終わったとき、山崎さまがふらふらとこちらへやって来て隣に座った。

　わたしが座る椅子は、ふたり座れるほどの長さ。

「麻子ちゃん、会いたかったよ」

　耳に顔を寄せてからお酒臭い息で言いながら、腰に腕を回す山崎さま。ゾクリと背筋に寒気が走った。

　顔には出せず、頼りのカウンターの中のバーテンダーへと視線を向けるも、彼はお客さまと話しており、こちらに気づいてくれない。

「山崎さま、ピアノを演奏中です。お席の方で……」

「いやいや、麻子ちゃんが奏でるところを、こうしてすぐ近くで感じていたいんだ」

　上機嫌な山崎さまはやんわりと言っても、まったく取り合わない。

　いったんレストルームへ行くフリをして離れよう。そう考え演奏を不自然にならないよう中断させた。そこへ驚くことに、わたしの腰に回していた手が曲線を撫でるようにして、胸の膨らみを覆った。

「きゃっ！」

　驚きのあまり腰が浮く。しかしその手のせいで、立ち上がれない。

「その手を離してください！」

　胸の膨らみに置かれた手を無理やり引き離して、ようやく立ち上がれた。それが気に食わなかったようで、山崎さまの顔が赤みを帯び引きつる。

「客に命令するのか!?」

「身体に触れないでください！」

「お前たちはそのためにここにいるんだろう！」

　驚くことに山崎さまは腕を伸ばして、わたしを抱きしめようとした。

「違います！　やめてください！」

　山崎さまの手が届かないよう、一歩後ろに下がったわたしは誰かにぶつかった。その拍子にわたしの身体が倒れないように、両腕を後ろから掴まれる。

「真優、こんな思いをしてまで……」

　尚樹さんの声にハッとなって振り返る。彼は苦虫を噛みつぶしたような顔でわたしを見下ろしていた。

「な、なんなんだ！　麻子を離せ！」

　突然現れた尚樹さんに、山崎さまは食ってかかる。

「彼女は気やすく触れられる女じゃない。よそで探すんだな。ここの責任者は？」

　静かな口調で言ったとき、浩子ママが急いで山崎さまとわたしたちの間に立った。

「麻子ちゃん、今日は帰りなさい」

　浩子ママは山崎さまに取り繕うような笑みを浮かべる。

　尚樹さんは不快な表情を隠すことなく口を開く。

「いや、彼女は辞めさせる」

「尚樹さんっ！　勝手にそんなことを言わないでください！」

　辞めようと思っていたけれど、高飛車に言われてしまい反抗心が芽生える。

「気やすく触れないような女が、どうしてここで働いているんだ！　まったくけしからん！」

　山崎さまは酔いが醒めたような顔つきになり、怒りに任せた歩き方で自分の席に戻り、ふんぞり返るように座った。

「彼女の荷物を」

　尚樹さんに言われ、浩子ママはそばにいたキャストの女性に頷く。その女性がバックヤードへ消えた。

「それと、あの男から名刺をもらってきてください」

　尚樹さんは胸ポケットから名刺入れを出して、一枚浩子ママに渡す。

「なにをしているんですかっ!?　わたしは辞めませんから！」

　困惑顔の浩子ママに向かって言うと、尚樹さんが大げさなため息を漏らす。

「早くもらってきてください。セクハラ容認で店を訴えられたらあなたも困るのでは？」

　尚樹さんは名刺に視線を向けたママに冷たく言い切る。

「わ、わかりました」

　浩子ママは慌てて山崎さまのもとへ行き、名刺を交換している。

「脅すのは止めてください！」

　戻ってきたママの泣きそうな表情に、わたしは尚樹さんにきっぱり言う。浩子ママは山崎さまから受け取った名刺を、彼に渡す。

「真優、黙っているんだ」

　わたしのトートバッグと、黒のカジュアルなコートを持った女性が、バックヤードから出てきて渡してくれる。

「すみません。ありがとうございます」

「来るんだ」

　尚樹さんは怒りを秘めた瞳でわたしを注視し、手首を掴むと歩き出した。仕方なく歩き出し、お店を出たところで尚樹さんが立ち止まる。

　尚樹さんはわたしが持っていたコートを奪うようにして着せる。

「勝手なことをしないでください！」

「寒そうだから着せただけだ」

　わたしはお店でのことを言ったのに、尚樹さんはコートと取り違えた。ううん。わざとに違いない。

「辞めるって言ったことです。それに浩子ママを脅したりして！」

「あの男に淫らに触られているというのに、誰も助けなかっただろう？」

　感情的なわたしと違って、尚樹さんは静かに話す。

「どうしてここが？　勝手に調べないで！」

　声を出すたびに呼吸が苦しくなってくる。わたし、どうしちゃったんだろう……？

　目の前がチカチカしてきて、身体がふらついた。

「真優？」

　咄嗟に腕が腰に回され、尚樹さんの心配そうな瞳とぶつかる。

「な……おき……さ……ん……」

　足の力が入らなくなって、目の前が闇に包まれていく。わたしは尚樹さんの腕の中で意識を失った。






　身体に振動を感じ、ハッと目を開ける。気遣わしげな瞳で見つめる尚樹さんがいた。

「わたしっ？」

　起きようとした肩が押さえられる。わたしは車の後部座席で、尚樹さんに膝枕されていた。

「横になっているんだ。今病院へ向かっている」

「病院？　病院なんていいです！」

　眩暈は治まっているものの、気分の悪さはまだある。けれど、病院へ行かなくても寝ていれば治る程度に思う。喉の痛みもあるから、風邪を引いたのだろう。

「ダメだ！　あんな風に意識を失っているんだ。ちゃんと検査をしなければいけない」

「そんなっ、風邪を引いたんです」

「それもあるだろうが、原因がわかるまで離さないからな」

　断固とした口調の尚樹さんに勝てるわけがなかった。しかも肩を押さえ込まれて、身動きが出来ない状況だ。

「こんな時間に病状の軽いわたしを連れて行ったら、病院で笑われてしまいますからね」

　そう言いながらも、わたしはこのまま尚樹さんの言うとおりに病院へ行くしかないと、観念した。

　尚樹さんの膝の上に頭を置いているわたしの胸はドキドキと高鳴っていた。このままじゃ心臓がもたないと思ったとき――。

「着いたよ」

　尚樹さんは押さえていた手で、身体を起こしてくれる。そこで尚樹さんのトレンチコートが身体に掛けられていたことに気づく。トレンチコートの裏地は薄地の暖かい毛皮だった。

　あらかじめ連絡をしていたようで、ストレッチャーを用意した看護師が待っていた。

　外側からドアが開いて、添田さんが車から降りるのを手伝ってくれる。地面に足を着け、まっすぐ立とうとして、また目の前が暗くなり身体がふらつく。

　添田さんが支えてくれなかったら倒れていたところだ。

　尚樹さんの言うとおり、どこか悪いの……？

　俯いて困惑していたわたしは、車から降りた尚樹さんに抱き上げられてストレッチャーに乗せられた。

「横になってください」

　年配の看護師の女性が、わたしの身体をストレッチャーの中心にくるように誘導する。

　言われるままに横になると、ストレッチャーが動き始めた。






　わたしは血液検査や内診を終えただけなのに、ぐったりと診察台で横になっていた。そばにずっと尚樹さんが付いていてくれて、心強くもあった。

　血液の詳しい検査結果は明日になるが、明らかに貧血だということはすぐにわかった。風邪もひいており、驚くことに三十八度の熱があった。

　入院の必要があると言われて当惑する。

　どうしよう……。

　診察台で横になっているわたしは困った。保険証を持っていないことを、今思い出した。高額な支払いになってしまう。

「いいえ。入院はしません。自宅に戻ります」

　身体を起こし、尚樹さんと年が変わらないような医師に言うと、メガネの奥の目が大きく見開く。

「無茶を言わないでください」

「真優、自宅に戻るなどもってのほかだ。大人しく入院するんだ」

「尚樹さん、保険証を持っていないんです」

　入院を阻止するために正直に話してみるも、そんなことで尚樹さんが納得するわけがないことをすぐに悟る。

「金の問題じゃない。そんなことは気にしなくていい」

「尚樹さんのお世話になるわけにはいかないんです」

「まだそんなことを言っているのか？　身体を治すことだけ専念しろ」

　尚樹さんはいつになく厳しい表情になる。

「車椅子で病室まで看護師に案内させます」

　医師はそばに控えていた看護師に頷く。看護師は診察室を退出し、すぐに車椅子を押して戻ってきた。






　車椅子に乗せられて案内された病室は個室だった。

「尚樹さん、病室を替えてもらってください」

「真優、何時だと思っているんだ？　大部屋のベッドを今から準備させるのか？　入院患者に迷惑がかかるだろう？」

　尚樹さんの言うことはもっともだ。時刻は二十二時になる。病院の消灯時間は過ぎている。

　非常識な人間でないつもりでも、お金に気を取られて気が回らなかった自分を嫌悪する。

「こちらのパジャマをお使いください。点滴の準備をしてきます」

　看護師は、病院の簡素なパジャマを持ってきて手渡すと、すぐに部屋を出て行った。

「廊下に出ている。着替えたら横になっていろよ」

　尚樹さんはそう言って、病室を出て行った。

　手にしたパジャマを見て、深いため息が漏れる。

「こんなことになるなんて……」

　今日はいろいろなことがありすぎて、すぐに眠れそうなほど疲れていた。だるい身体を動かして、着替える。

　ベッドの端に腰を下ろすと、あらためて周りを見回して広くて豪華な個室に落ち込む。

　尚樹さんの世話になるわけにはいかない。……いったいこの個室はいくらするの？　心臓病を患ったお母さまが、こういった豪華な個室に入院していたことを思い出す。

　明日、部屋を替えてもらおう。

　そう考えると少しだけ気が楽になった。

　ドアが静かにノックされ、先ほどの看護師が医療器具が載ったワゴンを押して入ってきた。

「点滴を入れますから、横になってください」

　言われるままに横になると、左手の手首のところが消毒され、針が入れられた。

　そこへ尚樹さんが戻ってきた。

　点滴を固定し終えた看護師は、尚樹さんに頭を軽く下げて出て行く。

「明日、必要なものを用意する。今日はこのまま我慢して」

「尚樹さん、こんなに遅くまでごめんなさい。必要なものはないです」

　今日は水曜日。尚樹さんは明日も仕事がある。わたしは久しぶりの休日だった。

「なにも考えずに寝るんだ」

　尚樹さんの手が優しく頬を撫でる。

「はい……すぐに眠れそうです……だから……帰って……」

　信じられないほど、スーッと眠りに引き込まれていき、最後まで言えずに眠りに落ちたわたしだった。






　目を覚ますと、視線に入ってきた無機質な白い天井に、入院してしまったことを思い出す。カーテン越しの外はまだ薄暗く、廊下も静かなことから早朝なのだとわかった。

　トートバッグはどこ……？

　身体を起こしたわたしは、まだ眩暈がよくなっていないことが身に染みた。目の前が暗くなり、俯いて眩暈を堪える。

　そこへ足元の方から衣擦れの音がして、ハッと顔を上げた。

　驚くことに尚樹さんがソファからこちらへやって来た。

「尚樹……さん……帰らなかったんですか？」

　昨日と同じスーツなのだから、そんな質問は愚問にしかならない。でも、驚きすぎて出た言葉がそれだった。

「おはよう」

　起きたばかりなのに、尚樹さんは眠そうな感じでもなく、爽やかな笑みを端正な顔に浮かべる。

「おはようございます。今日もお仕事なのに。ソファで寝たなんて。早く帰ってください」

「真優、起きたばかりで小言を言うのかい？」

　ベッドの横に立った尚樹さんは気を悪くした様子もなく、わたしの頭にそっと手を置く。

　ポンポンと軽く手を弾ませてから、肩甲骨まであるブラウンの髪を梳くように撫でる。

　そうされると、わたしは尚樹さんにとって小さな妹のような存在に思えてくる。

「小言じゃないです」

　スーツには細かい皺がたくさんついてしまっている。

　尚樹さんはわたしのおでこに手のひらを当てて熱を確かめる。

「まだ熱いな……寝ながら咳き込んでいたし」

「尚樹さん、わたしの咳がうるさくて、寝ていないんじゃないですか？　ごめんなさい……」

　わたしは申し訳なくて瞳を曇らす。

「少しくらい睡眠時間が減っても、どうってことはないよ」

　今が六時だと教えてもらっているところへ小さなノックのあと、看護師がワゴンを押してきた。看護師は尚樹さんの姿に一瞬明るい顔になって頭を下げる。尚樹さんは邪魔にならないよう、ベッドの足元へ移動した。

「竹之内さん、おはようございます。眠れましたか？」

　昨日の看護師はそう言いながら、体温計をわたしに渡す。

「はい……」

　体温を測りながら、わたしの視線は点滴を交換している看護師ではなく、尚樹さんに向いている。彼はわたしと看護師のやり取りを見守っている。

　ピピッと音が鳴り、脇の下から体温計を取り出す。熱は昨日と同じで下がっていなかった。がっかりしてしまう。今日にでも退院したいと思っているのに。

　看護師は体温計を受け取り、ワゴンの上に置かれたパソコンになにやら打ち込んでいる。

「検査結果は今日の午後になります。もう少ししたら朝食を持ってきますね」

「あの、大部屋に移りたいんですが」

「申し訳ありません。現在大部屋のベッドは空いていないんです。他の四人部屋や二人部屋も……」

　即座に答えた看護師は、尚樹さんに頭を下げて病室を出て行った。

　本当にベッドが空いていないの……？

　少し疑う気持ちもあって、すぐ近くに戻ってきた尚樹さんを見つめる。

「どうした？」

「本当にベッドの空きがないのかなって思ったんです」

「疑り深いな」

　笑う尚樹さんに、この人にはよく考えて行動しないと勝てないと悟る。

「食事まで横になっていたほうがいい」

　起きているのがつらくなってきていたわたしは小さく頷いて、身体を横たえた。

　そこへドアがノックされ、尚樹さんが向かう。入り口に姿を見せたのは添田さんだった。スーツが入っていると思われるガーメントバッグを持っていて、尚樹さんが受け取っている。

　よかった。仕事へ行くんだ。

　世話になりたくないのに、結果多大な迷惑をかけてしまっていて、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「着替えたら行く。車で待っていてくれないか」

「わかりました」

　そんな会話が聞こえてきた。

　ドアが閉まる音が聞こえ、ガーメントバッグを持った尚樹さんがこちらへやって来る。

「目を閉じているので、着替えてください」

「別に目を閉じていなくてもかまわないが？　男の着替えぐらい見慣れているだろう？」

　からかわれて、顔が赤くなっていくのがわかる。それを隠すように急いで掛け布団を頭まで上げた。

　掛け布団をかけているのに、楽しそうな尚樹さんの笑い声が耳に入ってきた。

　はぁ……やっぱりわたしは妹みたいな存在……。

　尚樹さんにどんどん惹かれていくのは、気も身体も弱っているせいだ。

「顔を出していいぞ」

　ふと聞こえてきた彼の声に、そっと掛け布団から顔を出す。

「仕事が終わったら来るから、大人しく眠っていろよ。余計なことは考えずに。真優は俺の言うとおりにすればいい」

　尚樹さんの言うとおりに出来ないから悩んでいるのに……。

「……はい」

　返事に満足した様子で、尚樹さんは病室を出て行った。






　朝食後、親友の咲乃に電話をした。

　高校一年のときに同じクラスになった彼女とは気が合い、大学も一緒でなんでも話せる親友だった。

　咲乃は有名建築家の娘で、裕福な家の子だったけれど、大学四年のときにファッション系のネットショップを立ち上げて成功している。

　現在は渋谷のマンションでひとり暮らしをしており、仕事場は隣に部屋を借り、そこでスタッフ三人で働いている。

　わたしが家を出たとき、心配して親身になってくれた。なるべく彼女に迷惑をかけないようにしていたけれど、今回は頼らざるを得ない。

『真優、こんな時間に珍しいね？』

「うん……あのね――」

　わたしは尚樹さんに会ったところから、この状況に至るまでの話を咲乃にした。

『そんなことが……身体は大丈夫なの？　今から行く』

「咲乃、いいの。明日には、どうにかして退院の手続きをするから」

　まだ熱が下がっていないし、検査結果も出ていない。今日退院したいが、医師が了承してくれるかわからなかった。

『わかったわ。お金のことは心配しないで』

「ん……本当にごめんね。時間がかかるかもしれないけれど、絶対に返すから」

『そんなのいつでもいいから。じゃあ、今日は身体を休めてよ？』

　咲乃は朗らかに笑ってから言った。

「熱を下げなきゃね。また明日の朝、連絡する」

　電話を切ってスマホを枕元に置く。まだ九時を回ったばかり。

　こんなにゆっくりするのは久しぶりだな。

　枕に頭をつけて窓の向こうの寒そうな空を見ていたわたしの瞼は、自然と落ちていった。

　次に目を開けたのは配膳係の女性が昼食をもってきたときだった。

「お食事です」

　配膳係の女性は、身体を起こしたわたしの足元のテーブルを手前に持ってきてトレーを置く。

「ありがとうございます」

　メニューは胃に優しい八分がゆに、噛まなくても溶けていきそうなほど軟らかい煮物などで、その塩梅がちょうどよくて全部食べられた。

　最近の乱れた食生活の代償がこんなことに……反省している。

　少ししてドアがノックされ、配膳係の女性がトレーを引き下げに来たものと思ったのに、姿を見せたのは尚樹さんだった。

「尚樹さん……」

　颯爽と入室してくる姿に唖然となる。両手にデパートの紙袋を数個持っている。

「どうして……」

　戸惑ってしまい、そんな言葉しか出ない。

「どうして？　真優が心配だからに決まっているだろう？　午後に検査結果も出るし」

　彼はデパートの紙袋をソファに置く。

「でもお仕事があるのに」

　重責を担うＣＥＯは、こんなところで時間を取られる余裕はないはず。

「真優はそんなことを考えなくていい。それより食事はちゃんと食べられているようだね。これは入院に必要なものを揃えさせた。あとで着替えるといい」

　そう言って、手がおでこに置かれる。

「いろいろすみません」

　外気を纏うひんやりした手が気持ちいい。

「そんなことは気にしないでいい。まだ熱はありそうだな……」

「食欲もあるし、もう大丈夫です」

「その判断は医師に任せよう」

　尚樹さんは窓際に置かれた椅子に腰をかけた。

「昔を思い出さないか？　別荘に付いてきた真優が森で迷い、雨に打たれて入院したときのことを」

　彼は懐かしい昔のことを口にした。わたしにしてみればよく覚えていたものだと驚く。でもあのことが原因で尚樹さんと彼女は喧嘩になり、数日後、剛史兄さんからふたりは別れたと聞いていた。忘れたくても忘れられない出来事なのかもしれない。

「六年も前のことです。でも……あのときのこと、ずっと謝りたいと思っていたんです」

「謝る？　どうして？」

　尚樹さんは片方の眉を上げてわたしを見る。

「具合が悪くなったわたしの面倒を見たせいで、彼女と喧嘩して別れたって剛史兄さんから聞いたから」

「もとは有紀ゆきが嘘をついたせいで君が迷ったんだ。俺たちが川へ釣りに行ったと言わなければ、食料の買い出しから戻る俺たちを大人しく待っていただろう？」

　六年前、彼らの旅行にひょっこり参加させてもらったときのこと、朝九時過ぎに目覚めてリビングヘ行くと、尚樹さんの恋人である有紀さんしかいなかった。みんなは森の中にある川へ釣りをしに行ったと教えられ、わたしは追いかけた。でも、森の中にある川には誰もいなくて、最悪なことに大事にしていた物まで落としてしまい、探しているうちに方向がわからなくなって迷子になった。そうこうしているうちに、土砂降りの雨が降ってきて、真夏なのに凍えるほど身体が冷えて意識を失った。気がついたとき、わたしは病室のベッドにいた。高熱が出て肺炎になっていたのだ。

　そのときも東京の病院へ転院したわたしを、剛史兄さんよりも尚樹さんのほうが頻繁にお見舞いに来てくれていた。責任を感じていたのだと思う。

「あの頃に戻ってみないとわからないです。退屈で森に出ていたかもしれないし……だからわたしのことで喧嘩して別れることはなかったかと……」

「男女の別れなんて、いろいろな原因があるんだ。真優の件だけじゃないから忘れていい。もう横になって」

　尚樹さんは椅子から立ち上がると、点滴のチューブに気をつけながら横になるわたしに手を貸してくれた。

　こんなに優しくされるなんて……。

　子供の頃から憧れていた尚樹さんに頼りたくなってしまう。父親に冷たく勘当された反動だと思う。それではダメ……。

　瞼をギュッと閉じると、尚樹さんは疲れたと思ったのか、寝るように言った。目を閉じているうちにいつの間にか眠りに落ち、夕方医師の診察で目覚めた。

　貧血は鉄剤で対処し、風邪も肺炎の心配はないとのこと。過労で身体が疲れているので、三日ほどすれば退院していいと診断された。

　ひどい病気じゃなくてよかった。でもあと三日……明日、先生に話をして退院させてもらおう。事情を話せば退院を許してくれるはず。その事情を話すのが恥ずかしいけれど。

　今は尚樹さんがいるから口に出せなかった。

　医師と看護師が病室を出て行った。

「もう大丈夫なので、会社へ行ってください」

「真優はそんなに俺を働かせたいのか？」

　苦笑いを浮かべる尚樹さんが可笑しくてクスッと笑う。

「そうですよ。ＣＥＯがこんなところで油を売っていてはいけません」

「油を売っているわけではないのにな。大事な親友の妹は俺の妹同然。剛史に代わって面倒を見なければ気がすまない」

　大事な親友の妹だから……もちろんそうに決まっている。でもその言葉にショックは否めなかった。真優、なにを期待していたの？　尚樹さんはお父さまと関わりのある人。早く尚樹さんから離れなきゃ。

「十分面倒を見てくれました。夕食まで眠るので、会社へ行ってください」

　身体が睡眠を欲しているのか、枕に頭をつければいくらでも眠れそうだった。

「……わかった。なにも考えずにゆっくり眠るんだよ。点滴交換のときに買ってきたパジャマに着替えなさい。明日の朝、出社前に来る」

「はい。ありがとうございました」

　尚樹さんはベッドから離れ、ソファの上に無造作に置いていたグレーのカシミアのコートを手にして出て行った。

















第三章　政略結婚じゃないプロポーズ












　翌朝、尚樹さんは八時過ぎに病室へやって来た。一分の隙もない高級なブランドスーツを着ている。手にグレーのカシミアのコートを持って。

　颯爽と入ってきた彼は、わたしを見て顔を顰めた。

「まだ病院のパジャマを着ている」

　尚樹さんはソファの上にあるデパートの紙袋へ視線を動かす。一度も触れていないことがバレてしまったかもしれない。

「す、すっかり忘れていて……」

　咄嗟についた嘘だ。彼からのものは使うつもりはなかった。

　そこへ看護師が病室へ入って来た。尚樹さんの姿に、若い看護師は明るい表情になる。

「あとであの中にあるパジャマに着替えさせてくれませんか？」

「はい！　わかりました」

　看護師は大事な用事でも頼まれたかのように、真剣な顔で返事をした。

　尚樹さんのような人に頼まれたら、こんな風に誰でもなるだろう。看護師の返事に満足した尚樹さんはわたしのおでこに手を当てた。

「熱はまだありそうだ」

　その鋭さにドキッとする。朝の検温では三十七度五分だった。今日退院しようとしているから、熱があるのは非常に困ることだった。

「そうでもないの。喉の痛みはほとんど感じなくなったし」

「その分だと、まだ見ていないんだな……」

　ふと、尚樹さんはひとり言のように口にした。

「えっ？」

「いや、なんでもない。あとで紙袋の中を見て」

　わたしはソファの上にあるデパートの紙袋へ視線を向ける。勘の鋭い尚樹さんに計画を悟られてはいけない。わたしは口元を緩めてにっこり笑った。

「今日はこれから仙台なんだ。夜に顔を出す。じゃ、もう行く。あ、そうだ」

　尚樹さんは立ち止まり、コートのポケットから文庫本を出しながらベッドの方へ戻って来る。

「人気の恋愛小説だそうだ。昔は本が大好きだっただろう？」

　カバーのかけられた文庫本を手渡される。

「尚樹さん、ありがとうございます。今も好きです」

　入院に退屈していると思って、用意してくれたのだろう。絶対に口に出来ないけれど、昔は恋愛小説のヒーローを尚樹さんに置き換えて読んでいたものだ。






　尚樹さんが退出してからすぐに、先ほどの若い看護師がやって来た。

「パジャマを替えにきました」

　入り口でそう言って微笑みを浮かべた看護師は、ソファの方へ足を向けようとした。

「いいえ。パジャマ替えなくていいんです」

「でも……先ほどの方が……」

「大丈夫です。わざわざありがとうございました」

　気を悪くされないように、身体を起こしたまま丁寧に頭を下げた。






　お昼過ぎ、医師の回診がやってきた。今日は今まで診てくれた医師とは違う、年輩の男性だった。

「貧血はすぐに改善するものではありませんので、薬は必ず飲んでください」

「はい……あの、先生――」

　わたしは退院したい旨を、医師に話をした。医師は苦い顔をしていたけれど、保険証や金銭面の話をされれば頷くしかなかったようだ。

　そこへ咲乃が病室へ来てくれた。肩までの漆黒の髪の彼女は一見、冷たく見えるけれど、いつも親身になってくれる優しい友人だ。整った美しい顔とスタイルの良さで、何度もモデル事務所から誘いを受けているほどだ。本人が興味ないのが残念である。

　咲乃は医師に挨拶をしてから、わたしへと心配そうな瞳を向ける。

「咲乃、ありがとう」

「いいの。先生、彼女は退院しても大丈夫でしょうか？」

　もしダメだと言われれば、転院させるつもりだと電話で咲乃は言っていた。

「一週間は自宅で療養してくれるのであれば、退院を許可すると話したところです」

「わかりました。わたしが責任を持って彼女の面倒を見ます」

　力強く言い切る咲乃に医師は頷く。

「退院の手続きをするよう看護師に伝えます。そのときに処方箋も渡しますので。では竹之内さん、お大事に」

　医師が病室を出て行った。

「真優、まだ顔色が悪いね」

「大丈夫。本当にごめんね。咲乃がいて助かった」

　ベッドから降りて、クローゼットへ行くと、ピアノバーへ行くときに着ていたセーターとジーンズが掛けられていた。隣にドレスもある。

「これは？　真優、まったく開けていないじゃない」

　咲乃はソファの上の紙袋を指さす。

「尚樹さんが買ってきてくれたの。置いていくわけにはいかないから、持っていかなきゃ……」

「なんか嫌そうね？」

「だって……お父さまと関わりのある尚樹さんに、面倒を見てもらうわけにはいかないもの。お金も使ってほしくない」

　勝手に退院したわたしに尚樹さんは憤慨するだろう……。それを思うと胸が痛むけれど、もう尚樹さんのほうから関わりを絶つはず。これでいい……。

「今日はタイミングがよかったの。今朝、尚樹さんが寄ってくれたときに、これから仙台へ出張だって言っていたから。いつ来るかヒヤヒヤしなくて済んだし……」

　わたしは病院のパジャマを脱いで、ジーンズとセーターを身につけた。

　そこへノックがあり、先ほどの看護師が請求書と、処方箋を持って入って来た。

　請求書の金額に愕然となる。五十万円を超える金額だった。

　声も出せないでいると、わたしが手にしていた請求書を咲乃がさっと取り上げる。

「会計してくるから、待ってて」

「う、うん。ありがとう」

　咲乃が出て行き、看護師は薬の効能と飲み方を説明し始めた。






　入院していた大学病院は、渋谷に住んでいる咲乃のマンションから、車で二十分ほどのところだった。広尾の尚樹さんの住まいからもそれほど離れていない。

　咲乃の住んでいる豪ごう奢しゃなマンションの部屋に入った途端、眩暈に襲われてソファに座らされる。

　ワンフロアの部屋は四十畳近くある。わたしの部屋の……考えるのも億劫になり、牛乳を温めて持ってくる咲乃を見た。

「ありがとう。それから、助けてくれて感謝している」

「真優ったら、請求書を見て顔色がみるみるうちに悪くなっていたよ？　卒倒しちゃうんじゃないかってくらいに」

　咲乃も隣に座って、コーヒーを一口飲む。

「だって、想像はついていたけれど、数字で見せられると現実味を帯びて……でもあの金額ならすぐに返せるから」

　何が何でも、これからちゃんとした働き口を見つけないと……。貯金が底をついてしまうけれど、すぐに返して気持ちをさっぱりさせたかった。

「お金はいつでもいいよ。真優を信用しているし、返してもらわなくてもいいと思ってもいるよ？　でも、真優はそういうの、嫌いなのは十分承知しているから」

　わたしの性格をよく把握している咲乃だ。この性格だから、尚樹さんにも頼れないのだ。

　ホットミルクが優しく喉を通っていく。少し気分がよくなってきた。

「それにしても、買ってきてくれたものも開けていないなんて」

　足元に置いたデパートの紙袋を、咲乃は見てため息を漏らす。

「パジャマが入っているって」

「パジャマなら紙袋五つなんていらないわよ。パジャマ出すからね？　それを着てさっさと寝なさい」

　同級生だけど、わたしよりしっかりしている咲乃は、テキパキと紙袋からパジャマを探そうと箱を開ける。

「ちょっと、真優！　めちゃくちゃ可愛いルームウェアよ。尚樹さんってセンスがいいわ！」

　咲乃は若い子たちに人気のある、ブランドのベビーピンクのルームウェアを出して、わたしに見せる。

「咲乃、それはしまって。悪いけど咲乃の服を貸してほしいの」

「ええっ!?　着ないつもり？」

　咲乃は大きな目をさらに見開く。

「うん。これは送り返す」

「はぁ～真優は強情ね」

　咲乃は深いため息をついてから立ち上がる。そのとき、ひとつの紙袋を蹴ってしまい、中の物がラグの上に飛び出す。リボンがかけられた小さな箱に、咲乃は好奇心を抑えられず開けた。

　それを見た瞬間、尚樹さんに対する昔の淡い恋心がよみがえった。

「あ、ごめん。ん？　なあにウサギのマスコット……？」

　それはキーホルダーというには、少し大きめの真っ白なウサギのマスコットだった。海外の革で作られたブランド物で、森に迷ったときに失くしてしまったものとそっくりだった。

　わたしはそのウサギのマスコットに手を伸ばす。

　お母さまから買ってもらった大事なウサギのマスコットを失くしてしまい、病室で泣きじゃくっていたわたしを慰めてくれたのが尚樹さんだった。

「こんなことするなんて……ズルい……」

　どんどん尚樹さんに惹かれてしまい、どうすればいいのかわからない。

　ウサギのマスコットを胸に、涙が溢れる。

「訳ありのウサギってわけね」

　咲乃はテーブルにあったティッシュを三枚ほど取って、涙を拭くようにわたしに渡してくれる。

「……ん……咲乃……どうしよう……わたし、尚樹さんが好きなの……」

「そんなこと、高校のときから知っているわ。だから政略結婚の話が進んでいるとき、心配だったの」

「でも、わたしのことを妹みたいにしか思っていないから……それに尚樹さんはどう考えてもダメなの」

　喪失感にかられながら、ウサギのマスコットを箱にしまい、リボンをかけて入っていた紙袋に戻す。

「もう寝たほうがいいよ。熱が上がってきたんじゃない？　だるそうよ？」

　咲乃はわたしをソファから立たせると、窓の近くにあるクイーンサイズのベッドへ案内してくれる。

「今はなにも考えないで寝ること。部屋着は用意しておくから」

　セーターとジーンズのままでスプリングの効いたベッドに身体を横たえると、咲乃が掛け布団を掛けてくれる。

「……ありがとう」

　咲乃の言うとおり、熱が上がってきたみたいだった。頭痛も覚え、目を閉じた。






　夕食は咲乃がチキンドリアを作ってくれた。

　テーブルにチキンドリアと生ハムを乗せたサラダがある。

「咲乃、ありがとう」

「もう『ありがとう』は言わないで。真優の気持ちはわかっているから」

　咲乃はチキンドリアにタバスコをたっぷりかけて食べ始める。彼女は辛党で、いつもタバスコをかける量に驚きを隠せない。

　わたしもタバスコは好きだけれど、胃のためにそのまま食べる。

「美味しい……」

　ゆっくり咀嚼していると、ふと尚樹さんを思い出す。

　もう退院したことがバレてしまった頃？　それともまだ知らない……？

　壁にかかる時計は、十九時を回ったところ。スマホは怖くて電源を落としていた。

　心の中でごめんなさいと謝る。

「真優、ぼんやりしてどうしたの？」

「ううん。なんでもない」

　咲乃の心配をかけないよう、ガツガツとまではいかないが、チキンドリアを口に運んだ。






　食べ終わる頃、インターホンが鳴った。

　椅子から立ち上がった咲乃が、キッチン横のモニターを見に行く。

「真優！　尚樹さんよ！」

「ええっ!?」

　わたしは弾かれたように椅子から立ち上がる。

「こっちきて、見て？　尚樹さんよね？」

　咲乃には以前からスマホで撮った尚樹さんを見せていたから、すぐにわかったようだ。

　再びインターホンが鳴る。

　モニター越しの尚樹さんは憮然とした表情でこちらを見ている。

　どうしよう……。

「さすが日本最大のコーヒーショップのＣＥＯね。わたしとの関係は調べ済みってこと。真優、どうする？」

「……逃げてばかりじゃダメだよね」

　わたしに愛想をつかしてもう二度と現れないと思っていた。尚樹さんは兄代わりとしての使命感で、わたしを放っておいてくれそうもない……。

　もう一度インターホンが鳴って、考えに没頭していたわたしは驚いて肩を跳ねらせた。

　そんなわたしに咲乃は同情の瞳で見ている。

「……下に行って話してくる。咲乃、今から行くって言ってくれる？」

「わかった」

　咲乃は頷き、わたしはコートを取りに行った。

「――はい。真優、今から降りますから」

　コートを着て、両手にデパートの紙袋を持ち玄関に向かうわたしに、咲乃が「わたしも一緒に行く？」と聞いてくれる。

「ううん。大丈夫。ちゃんと話してくる」

「そうだね。あ、カードキー持っていって」

　カードキーをポケットにしまい、咲乃に見送られて、エレベーターに向かう。

　咲乃の部屋は十五階建ての八階にある。

　やって来たエレベーターに乗って、一階へ下りた。

　エレベーターが開いた。尚樹さんがいるエントランスに行くのが怖い。心臓が今にも口から飛び出そうなほどバクバクしている。

　大きなガラスの扉の向こうに、今朝と同じカシミアのグレーのロングコートを着た尚樹さんがいた。微動だにせず、こちらをじっと見つめている。

　これから対峙すると思うと、足が震えてくる。今の尚樹さんは怒りを堪えている雰囲気を纏っていた。

　一歩一歩進むと、ガラスの扉が開かれた。瞬時、尚樹さんはわたしの肘を掴んだ。

「いったいどういうつもりなんだ！　まだよくなっていないのに！」

「尚樹さん、離して」

　声が震えないよう静かに言うと、嫌そうなため息と共に手が離れる。

　ホッとして、紙袋を尚樹さんに差し出す。

「なんなんだ？」

「尚樹さんに買ってもらえません」

「突き返されても、俺が着られるわけないだろう？　俺には必要のないものだ。受け取ればいい」

「それだったら……捨ててください」

　紙袋の中に入っているウサギのマスコットを思い出して、胸が痛くなり顔が歪む。

「本気で言っているのか？」

「そうです。もう放っておいてください」

「真優！」

　尚樹さんは威圧感溢れた声でわたしの名前を呼んだ。わたしは尚樹さんの胸に紙袋を押しつけて手を離した。

　紙袋は大理石の床にバサッと落ちた。

「わからないのか？　君を心配しているんだ」

「心配しないでいいです」

「うちに来るんだ。友達はひとり暮らしだろう？　十分に面倒を見てもらえない」

　わたしは大きく首を左右に振る。

「誰にも面倒を見てもらわなくてもひとりで生きていけます！　尚樹さんまで……お父さまと同じように権力で、わたしを閉じ込めようとするんですかっ!?」

　そこまで言うつもりはなかった。尚樹さんの眉根が寄せられる。

「そ、そんなに心配したいのなら、結婚してください！」

　願望が口をついてしまい、ハッとなる。動揺した瞳を隠さなければと、俯いたわたしの頭の中はめまぐるしく考える。

　真優、バカじゃないのっ。なんでそんな事言うのっ。

　わたしは揺れる気持ちを押し殺してから口を開いた。

「嘘です。愛のない結婚が嫌で政略結婚から逃げたのに。もう帰ってください。わたしは大丈夫です」

　尚樹さんの顔が見られなかった。急いで取り繕うように言って、咲乃から預かったカードキーでガラスの扉を開けて、尚樹さんから離れる。

「真優！」

　尚樹さんは今まで見たことがないくらい困惑した表情をしていた。

　困惑するのも当たり前だ。突拍子もないことを言われたのだから。

　わたしは尚樹さんに背を向けて、エレベーターに向かった。乗り込むと目頭が熱くなって涙が溢れてきた。

　ひとりぼっちだと痛感している。家を出たときから、咲乃しかいなかったけれど、尚樹さんに数日間守られて、居心地の良さが身に染みていた。

　悲しくて両手で顔を覆う。

　エレベーターは八階に到着し、わたしは廊下で涙を拭いてから咲乃の部屋に入る。

「お帰り……」

　わたしが泣いていたことなどお見通しというように、咲乃は抱きしめてくれる。

「ただいま……」

「尚樹さんはまだ真優を放っておかないみたいよ」

「えっ!?」

　思いがけない言葉に顔を上げる。

「また連絡するって伝えてくれって」

「そんな……」

　どういうつもりなのだろう……。また会えば、この胸の痛みはえぐるように深くなっていく。

「放っておいてほしいって、説得出来なかったんだ？」

「……したつもりだったんだけど……」

　咲乃はわたしを椅子に座らせて、水の入ったグラスと薬を目の前に置く。

「まずは薬を飲んで」

　言われた通り、食後に飲むように渡された数種類の薬を胃の中に流し込む。

「……咲乃……わたし、とんでもないこと言っちゃったの」

「とんでもないこと？」

　咲乃は小首を傾げる。

「そんなに心配なら、結婚してくださいって」

「真優、そんなことを言ったの!?　驚いたわ」

「でもすぐに、愛のない結婚が嫌で政略結婚から逃げたのにって、取り繕ったの。尚樹さん、すごくびっくりしていた。もうっ、ホントわたしったらバカなんだからっ」

　バカな自分に嫌悪している。

「そこまで言ったのに、尚樹さんはまた連絡するって……なにを考えているのかしら……」

「誰も尚樹さんの考えを読むなんて出来ない……」

　次に会ったとしても、恥ずかしくて顔なんて合わせられない。






　翌日の午後、わたしは咲乃のマンションから自宅へ戻った。心配する咲乃はまだ自分のところで過ごしたほうがいいと言ってくれたけれど、仕事をしている彼女に迷惑はかけられない。

　熱も下がったし、数日はアパートでじっとしているからと、約束した。

　コンビニの仕事は一週間休みをもらった。

　ピアノバーにも電話をした。わたしは辞めたことになっており、浩子ママはお給料を振り込んだと言った。尚樹さんからの圧力で、電話の向こうの浩子ママは、わたしとは関わりたくない様子だった。






　翌日の日曜日の十一時過ぎ、玄関の薄いドアが叩かれた。

「どなたですか？」

　玄関の前まで行って声をかける。家賃の支払いで大家さんかと思ったけれど、ドア向こうにいる声を聞いた瞬間、絶句する。

「真優、俺だ」

「……尚樹さん、なんの用ですか？」

　ドア越しの声でも、薄いからはっきり聞こえる。

「話がある。開けてくれないか？」

「わたしには、お話はありません」

「大事な話なんだ。顔を見て話したい」

　……いったいなんの……大事な話……？

「真優！　開けなさい」

　ずっと従順ないい子で育てられてきたわたしは、尚樹さんの命令口調にビクッと肩を跳ねさせ、反射的に鍵へと手を伸ばした。

　カチッと鳴った小さな音なのに、ドアは大きく外側から開いた。

　今日の尚樹さんの服装はカジュアルなチェスターコートにジーンズだった。見惚れてしまいそうなほどのイケメンぶりだ。

　こんな状況なのに、そんなことを考えてしまう自分に呆れる。

　尚樹さんはドアを閉めて、ひとりが精いっぱいの土間に立つ。身体がくっつきそうなくらいの立ち位置に、わたしは一歩後ずさる。

「尚樹さん……」

「真優、結婚しよう」

　突然のこと過ぎて、茫然となったわたしは尚樹さんの端正な顔を凝視する。

「聞き……間違い……？　結婚しようって……言ったの？」

「そうだよ。真優。俺と結婚しよう」

　驚きすぎて足に力が入らなくなり、グラッと身体が揺れる。尚樹さんの腕が腰に回り、引き寄せられた。

「な、なにを言っているんですか？　わたしのこと、愛していないのに」

「出会ったときから君は俺のお気に入りの子だった。剛史の結婚式のときに会った真優は美しくなり、俺は眩しい君に戸惑っていたんだ。面接に突然現れた君から目が離せなくなっていた」

「尚樹……さん……？」

　わたしは夢を見ているの？

「真優のことが心配でたまらなかった。誰もこんな風に面倒を見たことはない。真優に惹かれる自分に戸惑いながらも、つい会いに行ってしまう気持ちを抑えられなかった」

「わたしに……惹かれる……？」

　尚樹さんの告白が信じられない。今まで彼が付き合ってきた洗練された女性とは違う小娘だ。

　腰に置かれた力強い手と、密着していることが気になって仕方ない。

「は、離してください」

　彼の腕の中で身じろぐも、わたしの思うとおりにはならない。

「尚樹さんっ！」

　顔が熱を帯びてきて真っ赤になっているに違いない。

「嫌だな」

「尚樹さんはわたしに……同情しているだけなんです！　離してっ！」

　ふいに腰を押さえる手と反対の手がわたしの顎を捕らえ、クイッと持ち上げられる。彼の黒曜石のような瞳をまじまじと見てしまう。

「俺は本気だよ」

　尚樹さんの顔が落ちてきて、驚いているうちに唇が重ねられた。

「!!」

　彼の唇は啄むようにして甘く口づけてくる。何度もそうされているうちに、わたしの唇が無防備になっていく。尚樹さんの舌が口腔内へ入り、歯列を撫でられる。

　巧みに開かされた唇。舌と舌が絡まり、やんわりと吸われた。

「んっ……」

　こんなキスは初めてだった。白井さんのキスは気持ち悪さしかなかったけれど、尚樹さんはもっともっと……ねだりたくなるようなキスだった。まさに心を奪われるキス。

　身体の中が熱くなっていって……足に力が入らなくなったとき、キスが終わった。

「わかったか？　同情だけでこんなキスは出来ない」

「……男の人は出来るって聞いたことがあります」

　強情に言い張るわたしに、尚樹さんはフッと笑みを浮かべる。

「俺には出来ない」

　きっぱり言い切られ、戸惑いが深まる。

「本当にわたしと結婚出来ると思っているんですか……？　だとしたら……海外に拠点を置けますか？　わたし、日本に居たくないんです」

　世界中に支社があるといっても、本社は東京にある。わたしの言葉は無理難題のはず。

「真優、本気で言っているのか？」

「本気です。お金を貯めて、お父さまの権力が及ばない外国へ行こうとずっと思っていました」

　尚樹さんは眉を寄せた皺を深める。

「すぐには出来ないが、五年以内に拠点を移すと約束する」

　わたしは驚きを隠せなかった。そこまで言ってくれる尚樹さんに甘えたくなる。

「尚樹さん……」

　最近、わたしの涙腺は緩すぎる。涙が尚樹さんの顔を曇らせていく。

「真優、身体を壊してまで、頑張らなくていいんだ。君のしたいことはなんでも叶えよう。俺の妻になってほしい」

　もう意地を張ることは出来なかった。こんなに素敵な人のプロポーズ。夢のような彼の言葉……もう断ることなんて出来ない。幼い頃から大好きだった人。

　わたしは泣きながら、尚樹さんの首に両腕を回して抱きついた。
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「それは了承の意味かい？」

　耳元で甘く囁かれて、わたしはコクッと彼の腕の中で頷く。

「わたし……ずっと尚樹さんが、好きだったの」

「知っていたよ。真優の瞳はいつもまっすぐ俺を見てくれていた。その頃は妹のような存在でしかなかったが、今は異性として好きだ。愛している」

　ギュッと抱きしめてくれる腕に、数年前に手が届かないとあきらめた安らぎを感じる。

　わたしは……幸せになっていいの……？

「……尚樹さん、突然のこと過ぎて……戸惑――」

「しーっ、戸惑うのも無理はないが、真優が結婚してくれと言ったんだよ？」

　顔を上げて見つめるわたしの戸惑いを払拭させるかのように、からかうように言って、微笑む尚樹さんだ。

「あれはっ……」

「真優は俺の目を覚ましてくれたんだ。言われなければ、どうして君が気になるのか自分でもわからなかった」

　尚樹さんの顔が再び降りてきて、唇が塞がれた。

「中へ入っていいかい？」

　甘いキスのあと、まだ玄関に立つ尚樹さんは礼儀正しく聞いてくる。

「あ、ど、どうぞ」

　彼はスニーカーを脱ぎ、部屋の中へ足を踏み入れる。尚樹さんが部屋に入った途端、室内がもっと狭く感じる。

　ざっと部屋の中を見渡している尚樹さんの表情が歪む。

「何不自由なく生活をしてきた君が、こんな部屋に住んでいたなんて……」

「以前とは雲泥の差だけれど、気持ちは解放されました。住めば都って言うじゃないですか。生活するには十分の部屋です。大家さんも優しいですし」

　尚樹さんは腰を下ろし胡坐をかく。

「あ、座布団を使ってください」

　たったひとつの座布団を尚樹さんの横に差し出す。

「真優が座って。体調は戻っていないんだろう？　畳は冷たい」

「あ……どうして戻っていることが……？」

「宮前さんの家に行ったんだ。仕方なく家に戻ったと教えてくれたよ」

　しぶしぶ教えた咲乃の顔が頭に浮かぶ。

「まだ身体が治っていないのに、ここにひとりでいるのはよくない。俺の家に来てくれないか」

「尚樹さんのお家へ……？」

「ああ。うちならば面倒を見られる者がいる」

　尚樹さんのご両親は健在だけれど、彼が大学のときからフロリダに住んでいる。広尾に邸宅があり、一組の夫婦が住み込みで働いていると以前聞いていた。あの頃、尚樹さんに関することならばなんでも知りたかったのを思い出した。

　でもいくらなんでも家に泊まるのは躊躇われた。

「真優？　結婚するんだから、うちに来てもかまわないだろう？　このアパートは引き払おう。君にそばにいてほしい。それにここで生活をしていたら、心配で仕事に身が入らなくなる」

「もう半年以上住んでいて、危ないことなんてなかったです」

「セキュリティがしっかりしていない、不用心なこのアパートも心配だが、身体はまだ治っていないだろう？」

　尚樹さんの指先がわたしの頬をそっと撫でる。

「わかってくれるね？」

「……尚樹さん」

　わたしが反対しても、結局は尚樹さんに言い含められてしまうだろう。

「真優？　これから結婚式の打ち合わせも頻繁にある。すぐ近くにいてくれた方がスムーズに進むだろう」

「結婚式……？」

「なにを驚いているんだ？　結婚式を挙げるに決まっているだろう？」

「わたしは……お父さまに知られたくない」

　やはり裕福な男性に頼らなくては生きていけないのだと思われてしまう。

「俺の立場上、無理だな。君を隠すつもりはない。公の場に出る機会が頻繁にあるんだ。真優は堂々と俺の隣に立っていてほしい」

「……わかりました」

　まだ困惑しているけど、そう返事をしていた。

「ありがとう」

　尚樹さんは微笑むと、大きな手のひらでわたしの頬を包み込みキスをした。






　体調が戻ったら、アパートの荷物を引き上げることにし、当座必要な服や小物を詰めたスーツケースを尚樹さんが愛車へと運んだ。

　そして尚樹さんの運転する車は、広尾の彼の自宅へ向かった。






　広尾の邸宅は、周囲のどの家よりも大きく、広い敷地に建てられていた。洋風の白い壁が眩しい。屋敷の玄関前に車を停めると、中から初老の男女が出てきた。

「お帰りなさいませ」

　わたしたちが車から降りると、彼らがにこやかに出迎えてくれる。

「真優、住み込みで働いてもらっている山下正雄さんと陽子さんのご夫婦だ。山下さん、竹之内真優さんです」

「陽子ようこと申します。お嬢さま、よろしくお願いいたします」

　ふたりの視線はこの家の主からわたしに移り、女性が口を開いた。

「真優です。よろしくお願いします」

　わたしは丁寧に頭を下げる。

「おいでになるのを、妻も楽しみにしておりましたよ。わたしは屋敷の管理をし、妻は料理や掃除を担当しております」

　他にも週三日、通いの家政婦がいると、尚樹さんが補足した。

「真優、部屋へ案内する」

　尚樹さんは自らわたしのスーツケースを運び、二階へ続く螺旋階段を上がる。使用人に頼まないのは彼らしい気がする。

「俺の部屋は突き当たりで、右手のドアが真優の部屋になる」

「えっ!?　お部屋が隣同士……？」

「ああ。どうかしたかい？」

　そう言いながら、右手のドアを開けて、わたしを部屋の中へ入れてから尚樹さんが続く。

　尚樹さんの部屋が隣だと知って当惑していた。

　ヨーロッパ調の雰囲気のあるここは、クイーンサイズのベッドが置かれているのに、まだスペースがあって、まるで高級ホテルのスイートルームみたいだ。

　ベッドもドレッサーも窓際に置かれたソファもすべて白で統一してあった。これが新しく用意されたものであるのなら、わたしが滞在することを確信していたのだろう。

「どれも新しいもの……尚樹さん、わたしが必ず来ると思っていたんですね」

「必ずとは思っていなかったよ。真優は頑固だからね。時間をかけてでも説得しようと思っていたのは確かだ」

　尚樹さんはわたしの髪へ手を滑らせる。

「おいで。こっちはバスルームとクローゼットだ」

　部屋の真ん中で美しいといった表現がぴったりなインテリアに見入っていた、わたしの手が引かれる。

「あのドアは……？」

　ドレッサーの横にあるドアではなく、反対側へ向かう尚樹さんに聞く。

「ここは俺の部屋と続き部屋なんだ。あのドアを開ければ俺の部屋へ行ける」

　隣が尚樹さんの部屋だと聞いたが、コネクティングドアがあるとわかり心臓がドキドキしてくる。

　これから尚樹さんの部屋の隣で寝る……。

　小学校から大学まで男子のいない環境で育った。剛史兄さん以外の男性と一緒に住むことに躊躇いが出てきた。

「ここがクローゼットだ」

　その声でハッと我に返り、クローゼットへ目を向ける。

　軽くクローゼットというけれど、正確にはウォーキングクローゼットで、ここは松濤のわたしの部屋よりも広い。

　改めて、東山家の財力に怖じ気づきそうになる。わたしは本当に尚樹さんと結婚するの？

「どうした？」

「えっ？　松濤の部屋よりも、広いウォーキングクローゼットだなって……」

　これは政略結婚じゃない。相思相愛で結ばれるのだ。だから部屋が隣同士でも平気……。

「服は体調がよくなって、出かけられるようになったら買いに行こう」

「今のままでも足りています」

　散財させないよう、即座に断る。だけど、尚樹さんは首を左右に振った。

「以前のような、俺と釣り合う服を着てほしい。それと、宮前さんには俺の方から入院代を返しておくから振り込まないように」

「ええっ？　わたしが払います」

「真優、最高の環境を与えたくて俺が個室を頼んだんだ。金銭面は俺に従ってほしい」

「……看護師さんが戸惑っていたから、そうだろうなと思っていました」

「さすが真優だ。俺のことよくわかっている。だから、いいね？」

　彼はわたしの頬を両手で囲み、額にキスを落とす。そうやって頼まれるとわたしは弱い。

「……すべてを尚樹さんに任せてしまうのは嫌」

「俺の妻になるということは、そういうことだよ？　これからは遠慮せずに頼ってほしい」

　頬を囲んでいた右手は髪の毛を滑り、わたしの腰を抱きしめる。

「わかったね？」

　わたしの揺れる瞳を真摯に見つめる黒い瞳。十数秒見つめたのち、わたしはコクッと頷いた。

「いい子だ」

　尚樹さんはドキッとさせる妖艶な微笑みを浮かべて、わたしの瞼にキスを落とし、抱きしめる力を強めた。

　そこへドアがノックされ、驚いたわたしは肩を跳ねさせ、尚樹さんから慌てて離れる。そんなわたしを彼は笑い、ドアの向こうに声をかける。

「どうぞ」

「失礼します。お茶をお持ちしました」

　お茶のセットが載ったトレーを持った陽子さんだった。旦那さんの方はわたしが咲乃のマンションのエントランスで突き返したデパートの紙袋を持っている。

　入室した陽子さんは、テーブルにお茶のセットと、生クリームが添えられたシフォンケーキを置いている。

「尚樹さま、こちらはいかがなさいますか？」

　山下さんは手にした紙袋をどこに置けばいいのか、彼に指示を仰ぐ。

「そこに置いておいてくれてかまわない」

「かしこまりました」

　山下さんはソファのすぐ近くの床に紙袋を静かに置いた。

「ありがとうございます」

　わたしがお礼を言うと、ふたりは優しい微笑みを浮かべて部屋を出て行った。

「真優、座って」

　尚樹さんはソファに座って、紅茶をカップに注いでくれており、わたしは彼の隣に腰を下ろした。そこで、紙袋に入っているウサギのマスコットを思い出し、立ち上がって取りに行く。

「尚樹さん、このことも覚えてくれていたんですね」

　箱から出したウサギのマスコットを尚樹さんに見せる。

「君が旅行中、ずっとバッグにつけていたウサギが印象深くてね。地元の町医者へ運ばれたとき、うわ言でウサギが無くなったと繰り返していたんだ」

「尚樹さんたちを探しているうちに、いつの間にか無くなっていて……それもあって迷子に……」

　六年前のことが昨日のことのように思い出されてくる。

「一度探しに行ってみたが、見つからなかったんだ」

「探しに行ってくれていたなんて……尚樹さんありがとうございます」

　微笑む尚樹さんはカップを優雅な所作で口に運ぶ。

「デパートで、それを見かけて真優にプレゼントしたいと思ったんだ」

　病室では必要なものを揃えさせたと尚樹さんは言った。実際は尚樹さんが買いに行ってくれたのだ。

　わたしはクスッと笑ってしまった。

「なにがおかしいんだ？」

「病室で、入院に必要なものを揃えさせたって言ったけれど、尚樹さん自らデパートで買い物をしてくれたんですね」

「ああ……バレてしまったな。だから、わかるだろう？　俺は真優を愛していると。翌日これを見つけてくれていなかったことにがっかりしたんだ。喜んでくれると思っていたから」

　ウサギのマスコットを持った手が握られ、見つめながら尚樹さんの顔がそっと動く。彼が近づくよりも早く、わたしから尚樹さんの唇にキスをした。

















第四章　幸せな時間












　翌週の木曜日、貧血以外は体調がよくなったわたしは、アルバイト先のコンビニへ赴いた。働きに行くのではなく、辞めるためで、ロッカーの整理が目的。

　まだ続けていたかったけれど、通勤が遠くなる。これから結婚式の打ち合わせなどで忙しくなるから辞めた方がいいというのが、尚樹さんの考えだった。コンビニの仕事まで辞めてしまうと心もとなくなってしまうけれど、わたしも賛成した。

　オーナーの奥さんは例によって、どうして辞めるのか聞きたがった。詮索されたくなくて体調不良を理由に話をした。

　その後、アパートに寄った。

　三日間留守にしただけで、なんとなくかび臭い。竹之内の家を出て、ここに住み始めたときもそう思った。でも最近は慣れてしまい、なんとも思わなくなっていた。

　もう尚樹さんの家が心地よくなっているんだ……。

　山下夫妻はとても優しく、居心地は竹之内の家よりよかった。竹之内ではぎくしゃくした仲の義母や、使用人もただ仕事をこなしているだけで、山下夫妻のように親身ではなかった。

　今度尚樹さんと来たとき、すぐに車へ運べるように、コンビニからもらってきたダンボールに荷物を詰める。しかし、この食器や鍋などの家財道具は、尚樹さんの家には不必要なもの。捨てることになりそうだ。

　掃除を終わらせて、尚樹さんの家へ戻ったのは十八時を過ぎていた。インターホンを鳴らすと、白い門扉の横の通用門の鍵が自動で解除される。

　ここから玄関までは直線で二十メートルほどある。都心にありながら、本当に広い敷地だ。庭に植えてある樹木は丁寧に管理されている。

　玄関へ着くと、内側からドアが開く。てっきり山下さんかと思っていたら、尚樹さんでわたしは口をあんぐり開けて驚く。

「お帰り。どうした？　そんなに驚くことか？」

　尚樹さんは口元に笑みを浮かべる。

「だって、まだ十八時なのに、もう帰っているから」

「数日、遅かっただろう？　今日は必ず早く帰宅しようと思っていたんだ」

　尚樹さんは玄関フロアに足を進め、スリッパに履き替えるわたしの肩に手を置いてこめかみに唇を落とす。

「すっかり冷えているじゃないか。もっと厚手のコートを着ないとぶり返す」

「それほど寒くないです」

　過保護な尚樹さんにニコッと笑う。こうして大好きな人に気にかけられていると幸せを感じる。

「手を洗っておいで。夕食にしよう」

「はい」

　わたしは尚樹さんから離れて、一階の洗面所へ向かった。






　美味しいすき焼きの夕食後、リビングでわたしと尚樹さんはくつろいでいた。パチパチと薪がはぜる暖炉から少し離れたラグの上に片足を立てて座る尚樹さんに、わたしは囲われるようにして座っていた。

　彼の長い指がわたしの髪を弄んでいる。抱きしめられるようにして座っているのさえ、恥ずかしいのに、さらに尚樹さんはわたしの髪に触れている。ずっと心臓がドキドキしていて痛いくらいだった。

　暴れる鼓動を気にしないようにして、わたしは尚樹さんの話に集中する。尚樹さんは幼い頃剛史兄さんがダメだと言われても、引っ付いてくる昔のわたしをからかっている。

「あのときのおてんばな女の子が、こんなに素敵な女性になるとは思っていなかったな」

　十歳の頃は歯列矯正をしていて、お世辞にも可愛い女の子じゃなかった。

「ピアノとヴァイオリンのレッスンを一生懸命終わらせて、勉強している俺たちの邪魔をしにくるのも可愛かったな」

　尚樹さんはクックックッと、思い出し笑いをしている。

「わからないようにレッスンを切り上げてもらっていたのに……そんなにわかりやすかった？」

　笑う尚樹さんを仰ぎ見ると、鼻を優しく摘ままれる。

「いや、剛史が教えてくれたんだ。あの頃から将来のお嫁さんとして見ていればよかったと後悔している」

　八歳も離れているのだから、恋愛対象になんてなるはずがない。十八歳の大学生に十歳の女の子。そんな目で見ていたら周りからロリコンか、変質者扱いされただろう。

「尚樹さんの周りには綺麗な女の子がいつもいたから、妹同然のわたしに目を向けられるわけないです」

　尚樹さんの指がわたしの顎を捕らえる。

「でも、今は……君に夢中だ」

　尚樹さんのまつ毛が伏せられる。顔が降りてきて、わたしの唇を啄むように口づける。彼の舌はわたしの唇の輪郭をなぞっていく。わたしたちの唇は深く合わさった。

「ん……」

「源氏物語の紫の上のように、早く君を俺のものにすればよかった」

　尚樹さんの舌は淫らに動き、わたしの口腔内を蹂じゅう躙りんしていく。彼の手のひらがわたしの後頭部を捕らえ、ゆっくりラグの上に倒された。

　尚樹さんの唇が喉元に移動して、鎖骨を滑る。首筋を甘く吸われ、わたしの身体がビクンとしなる。

　彼の唇はわたしの肌を堪能するかのように喉元を滑っていく。

　カーディガンの前ボタンがゆっくり外される。その下のブラウスもはだけ、ブラジャーに包まれた胸の膨らみが露わになった。

　尚樹さんの手のひらが、ブラジャーの上から包み込む。

　白井さんにキスをされながら、服の上から胸を鷲掴みにされたことがあった。そのときはただ痛くて、掴まれて気持ち悪いとしか思わなかった。だけど、今は直接触れてほしいとさえ思ってしまう。

　彼に夢中になっていたわたしの耳にドアのノック音が。そして山下さんの声。

「尚樹さま、添田秘書から電話が入っています。携帯が繋がらないとかで」

　わたしの首筋に顔を埋めていた尚樹さんは低く唸って、身体を起こした。

「こっちでとるよ。ありがとう」

　ドアの向こうにいる山下さんに聞こえるように返事をした彼は、起き上がったわたしのブラウスのボタンを留める。

「大丈夫です。自分で……」

　あられもない姿に、羞恥心に襲われ、彼の目が見られない。

　尚樹さんはわたしの髪にキスをして立ち上がり、厚い深緑のカーテンがかかる窓の方へ足を進めた。

　この部屋にも電話があり、鳴ったなんて全然気づかなかった。それほど尚樹さんに夢中になっていたんだ……。

　わたしはカーディガンのボタンを一番上まで留めて、彼の電話が終わるまで膝を抱えて暖炉の炎を見つめていた。

　我を忘れて尚樹さんに身を任せてしまいそうになった。こんなに好きになれる人なんて、彼以外いないのを実感した。

「真優？　大丈夫かい？」

　いつの間にかすぐ横に尚樹さんが立っていた。

「え？　あ、うん」

「これから書斎で仕事をしなければならなくなったんだ」

「こんな時間から……」

「仕方がない。これから真優との時間をたくさん取れるように、精力的にこなすとするよ。おやすみ」

　軽く唇にキスを落とした尚樹さんは、暖かいリビングを出て行った。






　翌日の午後、わたしはキッチンに立ち、久しぶりに焼いたフィナンシェとアールグレイティーで、山下夫妻とお茶を楽しんでいると、テーブルに置いたスマホが鳴った。

　尚樹さんだった。

　スマホを持ったとき、お屋敷のインターホンも鳴った。山下さんが椅子から立ち上がり、モニターへ向かう。

「尚樹さん、こんな時間にどうしたんですか？」

『俺が選んだドレスが到着する頃だ。それに着替えておいて。十七時に迎えを寄こすから、それに乗ってホテルまで来てほしい。食事をしよう』

「もしかして、デート……？」

『そうだね。俺たちの初デートだ』

　嬉しくてわたしの顔がほころぶ。

「わかりました。着替えて行きますね」

『ああ。待っているよ』

　通話を切ったところへ、山下さんが平たい箱と、それよりも小さめの箱を持って戻って来た。

「これを尚樹さまから、お嬢さまにとのことですよ。これはお部屋の方にお持ちしましょう」

「今、聞いたところです。今日のお夕食は外でと……。それは自分で持っていくので大丈夫です」

　ニコッと笑ったところで、陽子さんが口を開く。

「お夕食がいらないことは今朝、尚樹さまから聞いていました。おしゃれして外でお食事するなんて素敵ですね」

　この誘いは前から決めていたことなんだ……。

「迎えが十七時に来るって言っていました。今何時……」

「もう十六時ですね」

「そんな！　時間がないですっ。用意してきますね」

　わたしは平たい箱を抱えて、二階の部屋に弾む足取りで向かった。






　急いでシャワーを浴びて、髪を乾かし、メイクをして、尚樹さんからのプレゼントであるドレスを身につける。

　ドレスは膝丈のＡラインのもので、ウエディングドレスの丈を短くしたような純白で美しかった。深く開いたデコルテラインに、長袖の部分はレースが施されている繊細なドレスだ。

　同じ生地で作られたチョーカーが華やかさを添えている。

　本当ならば髪をアップにしたら、上品な感じになるのだろうけれど、ひとりでは時間がかかるので、垂らしたままで我慢する。サテン地のシルバー色のハイヒールに足を入れる。

　おしゃれをしたのは女子大学卒業パーティー以来だった。

　等身大の鏡の前でクルッと回り、不備はないか確認してから、ドレスと一緒に入っていた真っ白なフェイクファーのハーフコートを羽織った。

「尚樹さんは女性をよく知っている……」

　完璧な用意に、今までの女性の影を見てしまい、メイクした顔が歪む。

「大人なんだから、付き合った女性がいても当たり前なのに」

　嫉妬してしまう自分がいた。

　丸みを帯びた形が可愛いシルバーのクラッチバッグもあって、それを手にして階下へ降りたとき、門扉のインターホンが鳴った。






　迎えに来た黒塗りの高級車に乗って到着した場所は、虎ノ門にある最高級ホテルだった。

　ドアマンが後部座席のドアを開けてくれて降りるとき、手が差し出された。

　尚樹さんだった。身体にフィットしたオーダーメイドの黒いスーツにネクタイは真紅で、立っている姿はまるで王子さまのようだ。

「尚樹さん……」

　見惚れてしまい、言葉が出てこない。

「真優、とても綺麗だ」

「それは尚樹さんが選んでくれたドレスのおかげです」

「そのドレスを見た瞬間、君にぴったりだと思ったんだ」

　手を繋いで、高級感溢れるインテリアのロビーへ進む。エレベーターに乗り込むと、尚樹さんは二十八階を押した。

　フレンチレストランの入り口でハーフコートを脱いで預けると、尚樹さんの手が背に置かれ、店内へ進む。

　七メートルもある大きな窓からキラキラ光る夜景が目に飛び込んでくる。

　窓側の席に案内され、椅子に腰を下ろす。

「ここへは来たことがある？」

　そう聞かれて、首を横に振る。

「アフタヌーンティーへは来たことがあります。でも夜は初めてです」

「ここのフレンチは美味しいと定評があるんだ。きっと気に入ると思う」

　フレンチなんて久しぶりだった。

　シャンパンで乾杯し、お料理に合わせたワインでフレンチ料理を堪能していく。

「お酒は飲める方？」

　もう何杯飲んだだろうか。酔いが回り始めているみたいだけれど、尚樹さんとの時間が楽しくて、ついグラスに手が伸びてしまう。

「それほどは……」

「じゃあもう飲ませない方がいいな。ちょうどデザートだ」

　繊細な盛り付けのショコラムースと季節の果物が乗ったデザートのお皿が、目の前に置かれる。

　そしてここの支配人がピンク色のバラの花束を抱きかかえて現れた。

「東山さま」

「ありがとう」

　ピンクのバラの花束を尚樹さんに手渡して、去っていく。その豪華な花束に、近くのテーブルのお客さまたちから何事かと、注目を浴びてしまっている。

　尚樹さんはポケットから小さな四角い箱を取り出した。それは最高峰のブランド宝石店のものだった。

　左右に開くと、指の幅くらいある大きなダイヤモンドの指輪だった。

「真優、まだ正式にプロポーズしていなかったね」

「尚樹さん……」

　このロマンティックな状況に、一気に酔いが醒めていく。ううん。この雰囲気に酔ってはいる。近くのテーブルから「ほーっ」とため息が聞こえてくる。

　ピンクのバラの花束をもらい、左手の薬指にエンゲージリングがはめられる。

「尚樹さん……ありがとうございます……わたし、幸せになっていいのかな……」

　幸せすぎて涙が出てくる。

　仕事が忙しいのに、ここまで用意するのは大変だっただろうと思う。

「真優、君は幸せになる権利がある。それを実現させるのは俺の役目だ」

　テーブルの上で、エンゲージリングのはめられた手を優しく握ってくれる。

「デザートを食べよう」

「はい」

　涙をハンカチでそっと拭って、甘いデザートを口にした。わたしの心は尚樹さんでいっぱいだった。






「んっ……ふ……」

　わたしはロイヤルスイートルームのベッドの上で、尚樹さんの甘いキスに翻弄されていた。

　鼓動は暴れ、早鐘を打つようにドクドク波打っている。

　尚樹さんの濡れた舌は、頬の内側や上顎を擦り、絡むわたしの舌を強く吸ったりする。

「んんっ……」

　慣れないキスに呼吸が苦しくなって喘ぐと、彼は顔を上げて熱を帯びた瞳で見つめる。

　困惑しっぱなしのわたしの額にちゅっと唇が落ち、再び唇を食まれるようにキスされる。尚樹さんの指はいつの間にか、ドレスの身頃を脱がしウエストの辺りで溜まっていた。白いレースのブラジャーに包まれた胸の膨らみが、尚樹さんの唇で触れられる。

「あっ……ぃや……」

　胸にキスをされるなんて、初めての体験だ。

「いや……？」

　尚樹さんはわたしの目を見て、優しい瞳で問いかける。

「真優の嫌がることはしない」

　シーツの上に広がる髪が撫でられる。

「……初めてで……でも、尚樹さんにしてほしい……」

　わたしは尚樹さんの首に腕を伸ばして抱きついた。

　彼の口から安堵のため息が漏れる。未経験のわたしに尚樹さんも戸惑っているの……？

「可愛い真優。愛している。君を堪能させてくれ」

　瞼にキスを落とした尚樹さんはちゅ、ちゅっと、だんだん下に唇を移動させていく。ブラジャーのホックがいとも簡単に外され、胸が露わになった。

　ペロリと乳首が舐められ、身体がビクッと跳ねる。尚樹さんの舌が頂に触れた途端、身体に電流が走ったみたいだった。尚樹さんは尖りを見せ始めた乳首を口に含むと、舌で撫で、吸い上げる。

　そして反対の胸の先端部は長い指先で愛撫されていく。

　下腹部がジンと疼いている感覚に戸惑う。

　主張するように赤い実のようになった乳首は痛いくらい張りつめ、尚樹さんは飴を舐めるみたいにして、じゅるっと音をたてていく。

「ああっ……んっ……」

　身につけていたものはすべて脱がされ、一糸纏わぬ身体を尚樹さんの目に晒される。

「君は俺みたいなおじさんにもったいないな」

　彼の唇が胸からみぞおち、腹部に移り、さらに下へ。そして指が秘部を撫で上げる。

「んふ……尚樹さんは……おじさんじゃないです……ああんっ……」

　襲ってくる快楽に喘ぐわたしの口が、キスで塞がれる。

　秘所に入り込んだ指がゆっくり膣壁を擦るようにして奥へ侵入していく。

「あ、っあ……ふ……んんっ……」

　巧みな愛撫に乱される呼吸。

　わたしは尚樹さんのはだけたワイシャツに手を伸ばした。

「処女なのに、もう男の服を脱がすことを覚えたのかい？」

　楽しそうな瞳とぶつかる。伸ばした手首の内側は形のいい唇が押し当てられ、音をたてて吸われた。

「君のあらゆるところにキスをしたい」

　そう言いながら、尚樹さんは自分で服を取り払って、わたしの太腿の内側に顔を埋めた。

　濡れた舌が、柔らかい内側を愛撫していく。そして少し上の薄い茂みに隠れた秘部へ顔を近づけた。

「だ、だめっ、そんなとこっ……汚いっ……ああっ」

　舌先が蕾を探し当てる。

「汚くなんかないよ。蜜が溢れてきている」

　愛撫で蕾が主張してきて、まるで飴を舐めるように舌が動いては吸われる。

「っはぁ……ああああっ……ん……」

　経験したことのない快楽に、はしたなく腰が揺れてくる。身体が燃えるように熱い。

　どうしちゃったの……？　わたしの身体なのに自分のものじゃないみたいだ。

　尚樹さんはじゅる……と、蜜を吸い上げ、舌先で花芽を押しつぶしたり、舐ったり、愛撫を施す。そして長い指が膣内を蹂躙するように動かされた。

　淫らな音に羞恥心に襲われ、顔を両手で覆いたくなる。

「一本でもきついな」

　尚樹さんはヌルつく蜜を花芽に塗って、擦り上げていく。身体にこもっていた熱が一気に押し出るような、なにかが爆発しそうな感覚が押し寄せてくる。

「ああっ、身体がっ……あっ、変なのっ……あああああっ……」

　頭から足の指先まで、快楽が走り、わたしの身体が弓なりに反れた。

　尚樹さんは快楽に震える身体を抱きしめてくれ、唇にちゅっとキスを落とす。

「っ……今のがイクってこと……？」

　まだ身体が痺れたような感覚で、頭がぼうっとなっている。甘い余韻が全身に行き渡り、こんな風になるのだと驚いた。

「そうだよ。イッた証拠だ。でも本当の快感はこれからだよ。最初は痛いと思う。どんなに優しく抱いてもね」

「ん……友達からそう聞いてる……」

「そんな話を友達とするんだ。いけない子だ」

　尚樹さんは笑って、ペロリと胸の頂を舐めとるように吸った。

「んっ、あっ……」

「可愛すぎてもっと乱したくなる」

　唇を塞ぎ、舌を絡める濃密なキスをしたのち、尚樹さんは下肢の敏感に赤く膨れた蕾をしなやかな指で摘まむ。彼の指はじゅぶ、と音をさせながら出し入れさせ、わたしをもう一度絶頂にいざなう。

「あ、ん……もう……ダ、メ……ああああっ……」

「もっと、イッて」
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　一度イッた身体は、再び快感を求める。頭の中が真っ白になる感覚に襲われ、身体が一瞬硬直したのち、ゆっくり弛緩していく。

　身体を起こした尚樹さんは小さな袋を口で破り、屹立したモノに避妊具を装着した。彼の、そそり立つモノを見てしまい、小さな悲鳴が漏れる。男性のモノを目にしたのは初めてだった。

　あんなに大きいのが、自分の中に入るの……？

「尚樹……さん……」

　入らなかったら申し訳ないと、わけのわからない不安が押し寄せる。

　彼は熱のこもった瞳でわたしと見つめ、フッと微笑む。

「真優、愛している」

　上唇と下唇を交互に啄んだ尚樹さんは、舌を侵入させて強く吸った。キスに夢中になっているうちに、足が開かされ、濡れた秘所の入り口に、硬いなにかがヌルッと行ったり来たりする。それからググッと、秘裂を割って質量のあるモノが入ってきた。

「ああっ、ん……っう……」

　痛みと怖さで、腰が引ける。

「痛いんだね？」

　尚樹さんはいたわるような瞳で見つめられ、わたしは小さく首を横に振っていた。腰が引けた時点で、嘘だとわかっている尚樹さんは目じりを下げた。

「本当に君は可愛い。可愛すぎて、早く自分のものにしたくなる」

　微笑んだ唇はちゅっと、鼻にキスをして、張りつめた胸の先端部を食むように口にした。

「んふ……あん……」

　秘所の赤い実が摘ままれ、撫でられ、擦られる。

「はぁん……あっ……あぁっ……」

　尚樹さんの猛々しいモノが、膣壁を擦りながら、奥へと入っていく。痛みもあるけれど、ずっと憧れていた尚樹さんとひとつになれる気持ちが大きくて我慢出来る。

「そう、力を抜いて」

　彼は痛みを和らげるように抽送を繰り返していく。ぬちゅ、ぬちゅ、と水音が大きくなって行くと、痛みより気持ちよさの方の比率が大きくなっていった。

　尚樹さんをもっと感じようと、腰が揺れる。

「いい子だ」

　痛みが和らいできたのがわかったのか、尚樹さんは微笑む。お互いの身体が汗ばんでいる。快感に襲われながらも、汗で濡れた尚樹さんの前髪をかき上げてあげたくなり、手を伸ばした。

　その手が掴まれ、彼の唇に食まれた。

「余裕があるようだね？」

　尚樹さんは意地悪く微笑み、抽送を強く、速めた。

「ああああっ……」

　激しく硬く熱い屹立したモノを出し入れされ、先ほどよりももっと、大きい波にのまれていく身体。

「ん、ぃ、や……ああああっ……」

　抽送を繰り返す尚樹さんの呼吸が荒くなる。

　わたしの中で尚樹さんの猛ったモノが一瞬大きくなって、熱を吐き出したのがわかった。






　身体にシーツを纏い、尚樹さんに腕枕をされる。わたしの尚樹さんへの想いが、大きすぎるくらいに膨らんで、それがパチンと弾けて溢れ出そうだった。

「尚樹さん……」

　彼の手は髪を梳いたり、頬に優しく触れたりしている。わたしは視線を上げて、彼を見つめた。

「ん？」

「大好き。愛しています」

　口から思わず出た言葉。わたしは恥ずかしさを堪えて微笑んだ。

「俺もだ。愛している。早く結婚式を挙げよう」

　額に唇がちゅっと落とされる。

「ん……」

　結婚式を挙げることになれば、お父さまも知ることになる。そのことを考えると憂鬱な気分になりそうだった。






　日曜の午後、わたしは部屋のソファに座り、咲乃に電話をかけた。尚樹さんは書斎で仕事中だ。

『真優、身体はどう？』

　尚樹さんと両想いになり、彼の屋敷に住まわせてもらっていることは話していた。

「すっかり元気になったわ」

『あら？　声が弾んでいるように聞こえるんだけど？　良いことでもあった？　初体験を済ませたとか？』

　からかう声に、わたしは目を丸くする。

「もう！　咲乃ったら、からかわないでっ」

『可愛いんだから～』

「咲乃、お礼も兼ねてランチしない？」

『真優ののろけに付き合うわ』

　電話の向こうで笑い声が聞こえてくる。この分だと会っている間中、ずっとからかわれそうだ。

　六本木のホテルのレストランで会う約束をして電話を切った。それから入院中に尚樹さんがくれた恋愛小説を読み始めた。

　尚樹さんの部屋に続くドアが静かにノックされ返事をすると、ぶらりと尚樹さんが入って来た。

「お仕事は、終わったんですか……？」

　隣に腰を下ろした尚樹さんのために、お茶を用意しようと立ち上がると、手首が掴まれる。

「真優」

　手首を優しく引かれ、尚樹さんの膝の上に座らされてしまう。

「きゃっ」

「いったい、どこへ行く？」

「お茶を……」

「仕事中飲んでいたから、いらないよ。それよりもこれからの時間をどうしようか？」

　切れ長の目で楽しそうに聞いてくる尚樹さんだ。

「どうしようって……」

　もう十五時を回っている。夕食の下準備を陽子さんはしてくれているから、食事に出かけるというわけにはいかない。

「俺のやりたいことはひとつなんだけど？」

　尚樹さんは急に妖艶な微笑みを浮かべ、ちゅっと唇にキスをする。腰に置かれた手は、すでにスカートに入り込んでおり、腹部を撫でていく。

「それはわたしのしたいことと……一緒？」

　わたしは尚樹さんの首に両手を伸ばした。

「俺の可愛い恋人は、もう男を誘惑するようになったのかい？」

　尚樹さんはクッと喉の奥で笑って、わたしの唇を甘く食む。

「それは、先生がいいから」

　にっこり微笑むと、わたしからキスを深めるけれど、すぐに主導権は尚樹さんに代わる。

「んっ、ふ……」

「優秀な生徒は大好きだよ」

「あ、きゃっ！」

　尚樹さんはわたしを横抱きのまま立ち上がった。いわゆるお姫様抱っこだ。落ちないように首に回る手に力が入る。

「あっ、重いからっ！」

「君は羽のように軽いよ」

　それは言い過ぎだと、クスクス笑うわたしに、尚樹さんはキスをしながら隣の部屋に向かった。

　尚樹さんのベッドに下ろされたわたしはすぐに押し倒され、唇を塞がれる。

「真優、舌を出して」

　わたしは言うとおり、おそるおそる舌を覗かせた。すぐに彼の舌が絡みついてくる。

「んふ……んっ……」

　濃厚なキスにわたしの息が上がっていく。

　尚樹さんの手がスエード調のチュニックの裾から入り込み、腹部を撫でていく。チュニックはまくり上げられ、ブラジャーが露わになった。ブラジャーは引き下げられ、胸の膨らみが大きな手で包み込まれる。

　指で先端部を摘ままれ、身体がビクッと跳ねた。

「ここを摘まむと、気持ちいい？」

「ん……あああん……」

「じゃあ、どうしたらもっと気持ちよくなる？」

　尚樹さんは先端部を摘まみながら、わたしの目を見ながら恥ずかしい質問をしてくる。すでに身体が熱く、羞恥心で震えていた。

「真優？　教えてくれないのかい」

　尚樹さんは鬼畜だと思う。

「な、舐めて……」

　わたしは彼の視線から外して呟く。

「舐めるだけ？」

　口元に笑みを浮かべて、尚樹さんはペロリとすでに尖りを見せている先端部を舐めた。

「ああっ……」

「もっと？」

　尚樹さんは先端部を唇で食む。くちゅくちゅと舌で押したり、乳輪をぐるりと刺激したり。すでに下腹部は疼いている。

「あん……ん……もっと、して……」

　羞恥心に耐えながら呟いたわたしの唇が塞がれる。着ていた服が取り払われ、尚樹さんは下腹部へ顔をずらし、すでに濡れている秘所に舌を這わせた。

　蕾を舌先で弄ばれ、気持ちよくてわたしの腰が揺れる。

「んぁ……ああっ……」

　尚樹さんは時間をかけて指と舌で、わたしを翻弄していく。

　そして、濡れたとはいえまだ狭い秘所に屹立したモノを埋めていった。

「ああああっ……」

「真優、力を抜いて」

　手を伸ばすと、尚樹さんの指が絡みつくように握られる。

　律動で揺れる左右の胸の先端部を舌で愛撫し、吸われ、食まれた。

　激しい抽送のち、避妊具に熱が吐き出された。

















第五章　運命の人はすぐ近くに












　翌日、六本木のホテルのレストランで咲乃を待っていた。レストランへ来る前に、ブライダルルームへ行き、結婚式場のパンフレットをもらっていた。

　今朝、尚樹さんと話をするまで、結婚式場のパンフレットをもらうつもりはなかったが、そこのホテルへ行くならと、勧められたからだ。

　咲乃がホテルスタッフに案内されてやって来た。

「真優、見違えるように表情が明るくなったじゃない」

　ホテルスタッフにオーダーを済ませたわたしに、咲乃は開口一番にっこり笑って言う。

「初恋が実って幸せそう」

「うん。信じられないくらい幸せなの」

「いいな～。あの素敵な東山さんが旦那さまだなんて。実はね？　入院費を渡しに来てくれたのは東山さんだったの。あ、ふたりきりじゃないからね。秘書の人も一緒だったわ」

　彼女はふたりきりで会ったと言ったら、わたしが気を悪くするのではないかと思ったようで、咲乃らしくなく早口で言った。

「もちろん変な意味でなんて取らないから。尚樹さん、忙しいのにすぐ行動してくれたのが嬉しいの」

「誠実な人よね。カッコいいし。真優！　なんなのっ？　そのすごい指輪は!?」

　尚樹さんを褒めている最中、咲乃の目がわたしの左手の薬指に止まった。

「金曜日にプロポーズされたの」

「はぁ～もう、ホント完璧……。なんか嫉妬しちゃう」

「咲乃にはとても感謝しているの。幸せになれたのも咲乃のおかげよ。ありがとう」

　わたしは咲乃に頭を下げた。

「そんな……やめてよ。嫉妬しちゃうって言ったのはふざけてよ？　真優の幸せを心から喜んでいるんだから」

　咲乃が微笑んだとき、ホテルスタッフがリコッタチーズやイタリア直送のサラミペーストの乗ったカナッペの前菜を運んできた。

　イタリアンのコース料理を食べながら会話が弾む。

「真優、家を勘当されてつらかっただろうけど、その選択は間違っていなかったんだよ。最後に、最高の旦那さまを見つけられたんだから」

「ん……でも、お父さまの仕事に関係のある尚樹さんでまだ引っかかっているというか……結局は関わりのある人と結婚すると思うと、まだ困惑しているの」

「そんな風に思うことなんてないよ。結果、父親が見つけてきた男より、比較にならないくらいの人と一緒になれるんだもの。わたしに言わせてみれば、父親にザマーミロだわ」

　咲乃に言われて、心に突っかかっていたものがスーッと落ちていくような気持ちになった。

「ありがとう。咲乃」

「わたしも素敵な旦那さまを見つけなきゃ」

　そう言って咲乃は笑った。






　イタリアンレストランのあった六階から一階へ下りて、出口に向かっていたわたしは足を止めた。

「咲乃、ここのスイーツをお土産に買いたいからここで別れるね」

　お世話をかけてしまっている山下夫妻に買って帰ろうと思いたった。

「ＯＫ、またね。ランチごちそうさま！」

　咲乃は手を軽く振って出口に向かった。

「さてと、買って早く帰ろう」

　エレベーターホールへ戻った先にラウンジがあり、パリで修業をしたパティシエが作るケーキが絶品だった。以前はここのケーキを食べたくて大学の帰りに寄ったものだ。

　先ほど降りたエレベーターホールへ戻ったわたしは、そこにいた人を見てギクッと足を止めた。

　どうしてこの人に会っちゃうの……？

　白井さんだった。ブランドの革のブルゾンを着て、スーツの男性と別れたところだった。

　彼の目がわたしへと向く。

「へぇ。また会うとはな」

　白井さんはニヤニヤと、気持ち悪い笑みを浮かべながらわたしに近づいてくる。

　腕を掴まれ、ホテルのブライダルルームでもらったパンフレットが、袋ごと真紅の絨毯の上に落ちる。

「結婚式のパンフレットか。俺をフッておいて、さっさと結婚か？」

　白井さんはパンフレットが入った袋を拾う。

「離して！」

　笑っているけれど、目は笑っていない。身の危険を感じずにはいられない。そのとき、五、六人のスーツを着た男たちがわたしたちを取り囲んだ。

　驚愕している白井さんは、わたしから手を離す。

「白井賢人、覚せい剤取締法違反の容疑で署までご同行願います」

　体格のいい男性が警察手帳を見せ、別の男性が白井さんの肩を押さえつけた。なにがなんだかわからないけれど、白井さんから逃れられホッと安堵した。でも、驚くことに刑事はわたしの手を掴んだ。

「なにをするんですかっ!?」

「一緒にいたあなたにも詳しいお話を聞きたい。署へご同行願います」

　もしかしてわたしも疑われているの？

「そんな！　白井さんとは数分前にここでばったり会っただけです！」

　刑事は白井さんの服のポケットなどに手を入れている。

　当惑していると、わたしのショルダーバッグが刑事に奪われ、許可もなく開けられた。

「この袋は誰の物ですか？」

　別の刑事がブライダルパンフレットの袋を見せる。先ほど白井さんに腕を掴まれたときに落として、彼が拾った袋だ。彼がまた絨毯の上に落としたようだ。

「わたしのです」

　パンフレットを返してもらおうとしたが、刑事は渡してくれない。刑事はパンフレットの入った袋の中を調べている。そして中から小さな袋に入った白い粉をわたしに見せた。

「わたし、そんなの知りませんっ！」

　身に起きた信じられないことに、頭の中が真っ白になって身体が震えてくる。

　尚樹さんっ……。






　警察署の一室のパイプ椅子に座り、途方に暮れていた。身の潔白を証明するために、尿検査を受けた。手錠は外されたけれど、窓もない部屋に軟禁状態。

　こんなことになったら、なにをすればいいのかもわからず、頼れるのは尚樹さんだけだった。署へ連れてこられてから、父親の連絡先を教えるように言われたけれど、それだけは絶対に出来ず、わたしは婚約者である尚樹さんのスマホの電話番号を教えた。

　尚樹さん、驚いているよね……。ううん、驚くどころか、この件をどう思っているのかが心配……。どうして白井さんと会ってしまったの？　咲乃と一緒にホテルを後にしていればこんなことにならなかったのに……。でも後悔してもこうなってしまったのだから、覚せい剤は身に覚えがないとわかってもらうしかない。

　悔しさの方が大きくて、涙なんて流していられなかった。

　壁時計がここへ来て一時間が経ったことを知らせる。

　無実だとわかってもらいたくても、刑事はやって来ない。バッグは手元になく、この部屋でまんじりともせずにいた。

　そこへ突然ドアが開いた。

　ハッとして開いたドアへと顔を向けると、スーツ姿の尚樹さんが入って来た。

「真優！」

「尚樹さんっ！」

　わたしは立ち上がって、尚樹さんのもとへ駆け寄った。尚樹さんはわたしの身体を受け止めて抱きしめた。彼の唇が髪に触れる。

「ごめんなさい！」

　仕事の途中に呼び出されて、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。会議の最中だったかもしれない。

「署に連れてこられて、怖かっただろう」

　いたわる声がして、わたしはホッとした。

「わけがわからなくて……」

「もう大丈夫だよ。君は白井にはめられたんだ。覚せい剤の小袋に真優の指紋はなかったし、当然のことだが尿検査もね。家に帰ろう」

「家に……帰れるの？」

「ああ。当然だ。君は巻き込まれただけなんだから。一応、山本弁護士にも来てもらったが」

　尚樹さんの後ろに四〇代くらいのメガネをかけた男性がいた。

　弁護士に頭を下げたところで、わたしを逮捕した刑事がバッグを持って現れて、申し訳なかったと謝る。冷静に考えてみれば、あの状況では仕方がなかったことなのかもしれない。とてつもない恐怖を感じたけれど。身の潔白が証明されたのだから、よしとしなければ。






　弁護士と署で別れ、尚樹さんはいつも添田さんが運転している車へわたしを連れて行く。添田さんはおらず、わたしを助手席に座らせた尚樹さんは運転席へ座った。

「迷惑をかけてしまってごめんなさい」

　車が動き出すと、わたしはもう一度謝った。

「警察から連絡が来たときは腰を抜かしそうなほど驚いたが、なにかの間違いだと確信していたよ。白井は以前からほかにも黒い噂もあったし、真優に危害がなくてよかった」

「会いたくない人に限って、会ってしまうんだなって……」

「あんな男が真優の夫にならなくてよかった。今日ばかりは、君が家を飛び出したことに感謝した」

　ステアリングから右手を離し、その手がわたしの後頭部に回り、そっと撫でる。

「白井さんが覚せい剤で捕まったとお父さまが知ったら、なんて思うのかな……」

「竹之内氏の見る目がなかったな」

　わたしは前を見ながら、コクッと頷いた。

　警察署から広尾の尚樹さんの自宅まで十五分ほどで到着した。時刻は十七時を回っていた。

　山下夫妻は事情を聞いていたようで、わたしにいたわりの言葉をかけてくれた。自室へ戻ったわたしに、陽子さんはリラックスできるというハーブティーを淹れてくれた。

　ソファに座るより、ベッドに横になりたいくらい疲れ果てていた。

「真優、着替えてくる」

　ソファに座ったわたしに尚樹さんは言う。

「あ……お仕事は……？」

「今日のスケジュールは変更したから、社に戻らなくても問題ない」

　尚樹さんはわたしの頬を両手で包み込むと、おでこにキスをして、隣の部屋へ入っていった。

「お嬢さま、お食事の前にハーブティーを飲んでください。気持ちが落ち着くはずです」

「ありがとうございます」

「本当に……なんていうことでしょう……疲れ切ったご様子で」

　陽子さんはわたしの顔を見て、同情の色を隠せない。

「尚樹さまが出張中とかでなく、すぐに駆けつけられてよかったですわ」

「はい……」

　ジャスミンが入ったほんのり甘い香りのハーブティーを飲んで、居心地のいい場所にいるのに、まだ気持ちが落ち着かない。

　レモンイエローのセーターと、濃いグレーのスラックスに着替えて戻ってきた尚樹さんの姿を見て、スーッと気持ちが落ち着いてくるのがわかった。

　尚樹さんを見ただけで、ホッとするなんて……わたし、依存しすぎてる……？

「陽子さん、俺にもハーブティーをお願いします」

　尚樹さんはソファに座るわたしの隣に腰を下ろし、ハーブティーを頼む。

「かしこまりました」

　陽子さんはにっこり笑顔になって、ガラスのポットを持って出て行った。

　結婚しても、仕事をするとか、自分の出来ることを見つけなくちゃ。ただ尚樹さんを待つ生活を送るのは、父をいつも待っていた心臓病で亡くなった母になってしまう。

「真優？　どうした？　まだ白井のことを考えている？」

　顎を軽く持ち上げられ、尚樹さんはわたしの瞳と目を合わせてくる。

「いろいろ考えちゃって……」

「白井に怪我をさせられたり、連れ去られたりしなかったのは、刑事が現れて幸運だったかもしれない」

「いくらなんでもあんなにひどい人だったとは、思いませんでした」

　尚樹さんの大きな手で頭を引き寄せられる。彼の肩に頭を預け、目を閉じる。

「可哀想に……もう誰にも傷つけさせない」

「……もう大丈夫です。一晩眠ったら、今日のことなんて忘れているから」

　わたしは髪を優しく梳く尚樹さんの手に、自分の手を重ねた。






　その夜、わたしは尚樹さんに抱きしめられて眠った。

　広い胸に頬を寄せていると、悲惨な出来事は霞がかかったように消えていき、安らいでいく。






　翌週、金曜日の昼食後、部屋のソファに座り、恋愛小説を読んでいるとスマホが鳴った。尚樹さんだった。

「尚樹さん、こんな時間にどうしたんですか？」

　不思議そうなわたしに、電話の向こうの尚樹さんはクスッと笑う。

『用がないと電話をしたらダメかな？』

「そ、そういうわけじゃないです」

　からかう口調の尚樹さんに戸惑って急いで弁解する。

『夕食を外で食べないか？　陽子さんには伝えておいたから』

「はい」

　先週の月曜日以来、外出していないことを尚樹さんは気にしているのだろう。

『十八時に社長室に来て。待っているよ。あ、トラブルに巻き込まれないようにタクシーを使うように』

「トラブルって、いつもは遭いません」

　わたしは笑いながら答える。

『でも心配だから。じゃあ』

「はい。十八時に行きますね」

　数時間後に尚樹さんとデートできると思うと、心が浮き立つ。

　着て行くものを考えて、以前尚樹さんからプレゼントされた小花があしらわれた女らしいワンピースが頭に浮かんだ。

　尚樹さんの会社の本社は赤坂にある。

　広尾から赤坂まで……三十分もかからないから、十七時三十分に出れば間に合うね。

　まだ支度する時間には早く、再び恋愛小説の本を読み進めていると、目の端に白いものがチラついた。本から視線を外して、窓の方を見ると、牡丹雪が舞うように降っていた。

「雪っ！」

　どおりで底冷えするはず。

　そこへ陽子さんが昨日の夜から小豆を水につけ準備していた、お汁粉を持ってきてくれた。

「昨日からお汁粉、楽しみしていたんです。いただきます」

「尚樹さまはほとんどいらっしゃいませんし、あまりお好きではないので、お嬢さまがいらしてくれて作り甲斐があって嬉しいんですよ」

　陽子さんはにっこり笑って、わたしが木のスプーンですくい、口に入れるのを見ている。

「美味しいです！　甘みがおさえてあって。陽子さん、いろいろ教えてくださいね」

「お嬢さまこそ、先日焼いてくださったフィナンシェは絶品でしたよ」

　陽子さんに褒められて、わたしは笑みを深めた。そこへ陽子さんは窓の外に視線を向けた。

「あら、雪が……」

「少し前から降り始めたみたいです」

「今日は尚樹さまとお夕食を外で、とのことでしたね？　お早めに会社に行ってはいかがですか？　道路が混むかもしれません」

「あ……そうですね。待たせたくないので、早めに出ますね」

　お汁粉で温まり、ほっこり癒やされてから、わたしは出かける支度を始めた。






　尚樹さんの社屋の車寄せにタクシーが着いたのは十七時三十分だった。雪は小降りになってきていて、それほど道路は混んでいなかった。

　赤坂の一等地に洗練された二十階建ての社屋に圧倒される。さすが世界中に店舗がある会社だ。

　ロビーに入ると、受付に向かう。

　わたしが来社することは連絡を受けていたようで、ＩＤカードを渡され二十階へ行くようにと言われる。

　ＩＤカードを受付の横でスキャンし、エレベーターホールへ向かう。途中、女性社員らとすれ違い、わたしもあんな風にスーツを着て、仕事が出来たらと憧れる気持ちが芽生える。

　やって来たエレベーターに乗り込み、二十階を押す。他にも話をしながら男性ふたりが乗り込み、十階で降りていく。

　二十階でエレベーターが到着しドアが開くと、マホガニー素材のカウンターがあり、綺麗な女性がいた。二十代半ばくらいだろうか。わたしを見ると、すっくと立ち上がりお辞儀をする。

「竹之内真優さまですね」

「はい」

「社長はただいま来客中ですので、社長室の手前の秘書室でお待ちいただけますでしょうか」

　彼女はカウンターから出て、廊下の奥へと案内してくれる。

　やっぱり少し早かったから……。

　来客中に来てしまって申し訳ないと思いながら、女性の後に続く。

「添田秘書も席を外しておりますが、すぐに戻りますので」

「はい。ありがとうございます」

　秘書室へ案内しながら女性は教えてくれる。とても感じのいい女性だ。

「あ、いらしているお客さまも竹之内さまと、もしかして竹之内社長のお嬢さまでいらっしゃいますか？」

「えっ!?　誰が……？」

　女性の言葉にギクッと足が止まる。一歩前を歩いていた女性は振り返り、不思議そうに見る。それほどわたしの顔が変なのだろう。

　顔が強張り、足が硬直する。

「大丈夫ですか？　顔色が……」

「だ、大丈夫です……父では、ないです」

「失礼いたしました。名字が同じでしたので」

　再び歩き出した女性の後ろから困惑しながらも付いていく。わたしは大きく息を吐き、なんとか足を踏み出す。

　どうしてお父さまが……？　仕事の話だよね……？

　女性が社長秘書室と書かれてあるプレートがあるドアの前に立った。

「こちらでございます。中にソファがありますので、そこでお待ちください」

　女性はドアを開けてわたしを中へ進ませると、去っていった。

　秘書室は十二畳ほどの広さだろうか。

　部屋に一歩入ったわたしはまだ当惑していた。来客はお父さま？　だとしたらここにいて鉢合わせしたくない。

　秘書室を出ようと、ドアに手をかけたとき、ふと嫌な想像が頭をよぎる。

　もし……この結婚が最初からふたりによって、仕組まれていたものだとしたら……？

　確認しなければ、ずっと尚樹さんに不信感を持ってしまうだろう。

　絶対に仕組まれたものではない。そう信じて振り返り、その先にある社長室のドアに目を向けた。重厚な社長室のドアは少し開いていた。

　わたしはおそるおそるそのドアに近づいた。

「いや～、尚樹くんが本気になってくれてよかった。真優はあの通り頑固でね」

　お父さまの声に心臓が鷲掴みされたように痛んだ。

　本気になってくれてよかった……？

　尚樹さんの声は聞こえない。もう一歩だけドアに近づく。

「君の手腕はたいしたものだ」

　手腕って……わたしを落としたって意味……？

「真優は昔から俺を慕ってくれていたので」

　尚樹さんの声が今度は聞こえてきた。

　ひどいっ！　最初から計画だったのね!?

　じりっと後ずさったとき――。

「真優さん？」

　背後から男性の声がした。ビクッと肩を跳ねらせ振り返ると、添田さんが秘書室の入り口のところに立っていた。

「お早かったんですね」

　添田さんの声が遠くから聞こえてくるようだった。ふらりと身体が揺れ、社長室のドアを離れる。金縛りにあったように動けないと思っていたけれど、逃げたい一心で足が動いて、添田さんの脇を通り過ぎ秘書室を出た。

「真優さんっ!?　どこへ行くんですか!?」

　もういや……なにもかもいやっ！

　尚樹さんに騙されていたかと思うと、胸が苦しくて呼吸が出来なくなる。喘ぐようにして廊下を走り、エレベーターに向かう。

　エレベーターのドアが開いた。乗り込んで一階を押す。

「真優！　待つんだ！」

　三十メートルほど離れた社長室から、尚樹さんがこちらへ駆けてくるのが見えた。

　わたしは急いで「閉」のボタンを叩き、尚樹さんが来る前にドアが閉まりホッとする。その場にへたり込みそうになる。

　ひどいわ。わたしは尚樹さんとお父さまに、うまく踊らされていたの？

　涙が出そうだった。早く一階に到着してと願っているときに限って、エレベーターは何度か各階に止まる。わたしはエレベーターの角で、俯きながら早く一階に着くように願う。ここから離れたかった。尚樹さんのもとからも。

　永遠にも思えた時間が終わり、エレベーターは一階へ到着した。

　早歩きで出口に向かっていた背後から名前を呼ばれた。尚樹さんだ。別のエレベーターで追いかけてきたのだろう。振り返らなくても尚樹さんの声はわかる。けれど、彼から逃げたくて、駆け出しだ。

　こんなときに七センチのハイヒールが恨めしい。

「真優！　止まれ！」

　広いロビーで尚樹さんの声が響く。来館者や社員たちがいるから、彼らは社長に驚いているはず。でも、わたしはそんなことにかまっていられない。

　社屋を出たところで、車寄せに向かって車が走ってきた。

　車があと少しのところに迫ってきていた。

　わたしは道路に飛び出したネコが動けなくなったみたいに、その場で目をギュッと閉じた。

「真優!!」

　瞬時、肘が掴まれ身体が引っ張られる。車にぶつかる寸前、尚樹さんに助けられ、わたしの身体はしっかり彼の腕の中に抱き込まれていた。

「しゃ、社長！　大丈夫でしたか!?」

　尚樹さんの腕の中で周りが見えない中、男性の慌てた声が聞こえた。

「ああ。すまない。驚かせてしまった。行っていい」

　彼の腕の中から逃げようとするも、腕の力は弱まることなく、わたしの背に回されている。

「し、失礼いたします」

　そんな会話がなされた後、車が去っていくのがわかった。

「離して!!」

「ダメだ！　君は気が動転している。もう少しで大変なことになっていたかもしれないんだ」

　人々から注目されているのに、尚樹さんは頑として離してくれない。

「いや！　ひとりにさせて！　尚樹さんなんて、大っ嫌い！」

「なにか誤解をしている。ちゃんと話そう」

　そこへ誰かが近づいてきた。

「社長、竹之内社長が心配なさって、お嬢さまに会いたいと」

　添田さんだった。

「部屋で待っていてもらうよう伝えてくれ。真優は連れて行く」

　尚樹さんの指示を仰いだ添田さんが去っていく。

「いやっ！　わたしは絶対に会わないから！」

　乱暴に身体を動かしても、尚樹さんは離してくれない。

「真優、お願いだ。話をしなければ前に進めない」

　気持ちでは逃げたいけれど、動くことに疲れて電池が切れた人形のように力が抜けた。

「俺と話をして、納得できなければお父さんに会わなくていい」

　わたしは返事が出来なかった。

「真優？　いいね？」

　尚樹さんは身体を屈めて、わたしの目を見ながら確認すると、手を繋いだ状態で社屋に向かって歩き始めた。






　わたしは小さな会議室のような部屋に連れて行かれた。ここが何階にあるのかも、わからない。

「座って」

　尚樹さんは黒革のソファの前に突っ立っているわたしの肩を、軽く押して座らせる。彼はわたしのすぐ隣に腰を落とした。

「真優、お父さんは君と和解したいと思っているんだ」

　尚樹さんは静かに話し始めた。

「それはわたしがお父さまと尚樹さんの計画にはまったからでしょう？」

「俺とお父さんの計画？」

「尚樹くんが本気になってくれてよかった。君の手腕はたいしたものだって言っていたわ」

「真優、よく考えてくれないか？　もしもそんな計画を立てていたのなら、君を呼んだ今日、しかも僅差の時間で、お父さんを社長室に呼ぶほど俺はバカじゃないよ？」

　そう言われて確かにそうだと思ってしまう。そんな間抜けなことをするわけはない……けれど、お父さまの言葉が引っかかっている。

「君と結婚を決めてから、お父さんに断りに行ったのは否定しないが」

「勘当されているんだから、断りに行く必要なんて！」

「真優！　お父さんは死ぬまでお父さんだ。君の大事な肉親だろう？　白井の件ではショックを受け、胸を痛めていたよ。君に悪いことをしたと。あの竹之内氏が涙を堪えていたんだ。瞳が潤んでいたよ」

「お父さまが……？」

　今まで涙を見せたことがない、怖い父親像がガラガラと音をたてて崩れていくようだった。

「君が家を出て苦労していたとき、コンビニで働くところをこっそり見に行っていたようだ」

　わたしはお父さまが瞳を潤ませていたと聞いたときから、衝撃を受けていた。そして追い打ちをかけるように、コンビニで働くわたしを見に来ていたと知って、目頭が熱くなった。

「手腕と言ったのは、君が土壇場で断るかもしれないと伝えていたからだ。まだお父さんと関わりのある俺との恋に真優は悩んでいただろう？」

　わたしは両手で顔を覆った。

「俺は真優を愛している。必ず幸せにする。でもこれからの君の幸せは、お父さんと和解をして、心の平和を取り戻したうえでのことだ」

　尚樹さんの腕が肩に回り引き寄せられる。

「家を出たときの君は大変だっただろう。でも親子だから水に流せると思っている。真優は心の底ではお父さんを許していたんじゃないのか？　そうでなければ白井の件で、お父さんに面と向かって文句を言って、優越感に浸っていただろうから」

　尚樹さんはなんでもお見通しだった。お父さまを心から憎めない。それは家を出たときからずっと……。

「真優、すべてクリアにして俺と幸せになろう。いや、絶対に幸せにする」

　彼は顔を覆った手をゆっくり外し、目と目を合わせる。

「尚樹さん……」

「どんなことがあっても愛しているよ。俺は真優の味方だ」

　味方……スッと肩の荷が下りたような感覚になった。

　尚樹さんは頬を伝わる涙を手の腹で拭い、唇に優しいキスを落とした。






　そして、社長室に戻り、わたしは素直な気持ちで今、お父さまと向き合っていた。

「真優、本当にすまなかった」

　驚くことにお父さまは頭を下げてわたしに謝った。そうされてしまうと、許さないわけにはいかなかった。もちろん、すでに許してはいたけれど。

　そして、お父さまはわたしを抱きしめてくれた。お母さまが亡くなったとき以来だった。

　お父さまに抱きしめられるわたしを、尚樹さんは満足そうに微笑んでいた。






　尚樹さんは夕食を一緒にと誘ったけれど、和解したものの、まだぎこちないわたしにお父さまは遠慮して、またにすると言って帰っていった。

「……尚樹さん、ありがとう」

　ふたりの会話を聞いたときは天と地がひっくり返るくらい衝撃を受けた。でも、今はお父さまと和解出来て感謝している。

　いろいろあっても、やはり親子なんだと思う。

「真優は強情なところもあるが、いい子だし、優しいし、素直だからきっとわかってくれると思っていたよ」

「強情は余計ですっ」

　頬を膨らませてみせる。そんなわたしに尚樹さんは口元を緩ませた。

「食事に行こう。俺は食事よりも寝室に直行したい気分だが」

　かぁーっと熱くなって、頬が赤くなっていることだろう。そんなわたしを尚樹さんはギュッと抱きしめた。

「尚樹さん……」

「ん？」

　わたしは顔を上げて尚樹さんを見つめる。

「愛しています。ずっとずっと……これからも……」

　身体に回した手が強まり、尚樹さんは甘く口づけを落とした。
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　半年後――。

「尚樹さんっ、早く！　早く！」

　わたしはリビングから出てきた尚樹さんを急かす。

　今日はわたしたちの結婚式。これから結婚式を挙げるホテルへ向かう。

「あ、きゃっ！」

　玄関で履いたパンプスで一歩踏み出したわたしは足を滑らせた。

「真優！」

　後ろに来ていた尚樹さんに両方の脇の下に手を差し入れられ、既の所で転ぶのを免れた。

「ありがとう。尚樹さん」

「ふぅ～」

　尚樹さんはやれやれといった吐息を漏らす。

「大事な奥さん、気をつけて。君ひとりの身体じゃないんだから」

「ごめんなさい……今日はちょっと浮かれすぎちゃってるね」

　尚樹さんに後ろから抱きしめられたまま、顔だけ彼を仰ぎ見る。尚樹さんの両手はわたしの腹部を守るように置かれていた。

　わたしのお腹には赤ちゃんが宿っていた。それがわかったのはつい昨日のこと。

「落ち着いて。そういう俺も、昨日から地に足が着いていない気分だけどね」

　尚樹さんは妊娠をとても喜んでくれている。

「真優、俺を幸せにしてくれてありがとう」

「お礼を言うのはわたしの方よ？　とりあえず……剛史兄さんに感謝しておこうかな」

　わたしはにっこり笑った。

　高校のとき、兄が尚樹さんを連れてきてくれていなかったら……わたしたちはずっと出会うことがなかったかもしれない。

「剛史に感謝？」

「そうよ。剛史兄さんの友人じゃなかったら、わたしたちは会わなかったでしょう？」

　尚樹さんは首を横に振る。

「いや、きっと俺たちはどこかで出会っていたはずだ。君は俺の運命の人だから」

「ん……わたしたちはきっとどこかで……」

　わたしは彼の腕の中でくるりと向きを変えて、腕を伸ばすとキスをした。
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